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森　 インド密教儀礼における水

イ ン ド密 教 儀 礼 に お け る水

森 雅 秀*

Water in the Tantric Buddhist Rituals in India

Masahide  MORI

   Indian Tantric Buddhist ritual contains a water-offering 
ritual to the deities. This water-offering ritual is also performed 
as a part of the  abhiseka ceremony and the homa ritual. 

 Abhayakaragupta  (11c-12c) describes this ritual elaborately in 
his famous ritual compendium, the  Vaircivali-niima-mandalopayika, 
and in his homa treatise, the  Jyotirmailjari. Similar descriptions 
can be found in Jagaddarpana's Vajracciryakriyasamuccaya. This 
article outlines the water-offering ritual mainly on the basis of 
these works and studies its characteristics. 

   The water offered to the deities is of four kinds, viz., arghya 

(water offered at the reception of an honoured guest),  padya 
(water for washing the feet),  acamana (water for sipping) and 

 proksana (water for  sprinkling). Abhayakaragupta and Jaga-
ddarpana describe the materials for the water vessels, the 
substances added to the water, the position of the vessels, the 
method of offering each kind of water and the mantras recited 
during the offering. Abhayakaragupta also mentions some 
variant opinions about the order of the water-offering and the 
body parts of the deities to which the four kinds of water are 
offered. 
   Two points are of special importance in this ritual. 
1) Only three vessels are used for four kinds of water, since one 
vessel is used for both acamana and  proksana. 2) The water jar 
called  Varvakrtkalaia (jar for all purposes)' contains water which 
is not offered to the deity, but sprinkled on the performer and the 
ritual implements. 

   The water-offering ritual has its origin in the ceremonial 
reception of special guests already described in the  Grhyasatras,
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and its counterpart can be found in the  puja ritual (worship 
service) performed in Hinduism. Three kinds of water, arghya, 

padya and  acamana, are offered at the reception of a guest and in 
the puja. The  proksana water is sprinkled not on the deity, but on 
the performer and the ritual implements. The  acamana water 
is offered to the deities for sipping and is also sipped by the 

performer. 
   The water used in these rituals is of two types, water for 
offering to the deities and water for the performer's purification. 
Arghya and  padya belong to the former type and  proksana originally 
forms part of the latter type. Acamana belongs to both types. 

   While in Hindu ritual the act of  proksana refers to sprinkling 
water on the performer, in the water-offering ritual described by 
Abhayakaragupta and Jagaddarpana,  proksana refers to the 
water sprinkled on the deity, and  for this purpose water from 
the  acamana vessel is used. Sprinkling water on the performer 
is called abhyuksana and is performed with water from the 

 sarvakrtkalaia. The  proksana water is offered along with three 
other kinds of water. However, there is no separate vessel for 

 proksana, and the water in the  acamana vessel is used.

1.は じめ に

2.資 料 の記 述

3.考 察

4.お わ りに

1.は じ め に

インド仏教では7,8世 紀 ごろか らタントリズム,い わゆる密教の時代がはじまる。

もともと,儀 礼の排除につとめてきた仏教も,密 教の時代にはインドの他の諸宗教,

とくにヒン ドゥー教にならって,独 自の儀礼体系をつ くりあげていった。インドにお

いて仏教の儀礼体系が整備 されてい く過程は,仏 教の神秘主義的傾向の増大,す なわ

ち密教化に一致 している。

密教儀礼のもっとも基本的なものに,尊 像(イ コン)に 対する礼拝や供養をあげる

ことができる。礼拝の対象であるこれ らの尊像が当時 さかんに制作 されたことは,今

日,こ の時代の僧院跡から発掘 される,お びただしい数の造型作品か らもうかがわれ

る。また,礼 拝や供養の対象には,こ れらの現実の尊像ばかりではなく,瞑 想上の神

がみ(尊 格)も 含まれる。 これには,神 がみのすがたをありあ りと思、い浮かべる,観
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想法,あ るいは成 就法 とよばれ る,密 教独 自の修行法 の流行 があ った。 対象 がいずれ

の場合であ って も,礼 拝や供養を行 う者 は,こ れに対 して花や灯明など さまざまな供

物を供え る。 このような供物のひ とつ と して水があげ られ る。 当時の文献 によれば,

供 物 と しての水 には独特の名称 があたえ られ,供 える手順や所 作,用 い られ る道具な

どが詳細に規定 されていた・本稿で は・水が供物
1し て用い られ る礼拝や供養 を 「水

の儀礼」 とよぶ ことに し,水 の儀礼を説 く12世 紀 ごろのサ ンス クリッ ト文献を もとに

して,密 教儀礼 にお ける水 の位置や役割 を検討 してみたい。

　 代 表的な密教儀 礼には,弟 子の 加入儀礼で あるア ビシェーカ(abhiseka;灌 頂)や,

日本 で も護摩の 名 で 知 ら れ る ホーマ(homa)が あ る。 ア ビシェーカ には マ ンダ ラ

(mandala;曼 茶 羅)が 儀礼の装 置 として 必要であ り,マ ンダ ラの制作 じたい も儀式

の一 部に くみ こまれている。水の儀礼 は,さ まざまな密教儀礼 の一部と してひんぱん

に登場す るにもかかわ らず,ア ビシェーカな ど比較 的よ く知 られてい るこれ らの儀礼

に くらべて,従 来 ほとんど注目 されることがなか った儀礼であ る。 これ は,水 の儀 礼

が密教の儀礼体系 の中心的位置を占めることがな く,む しろ,準 備段階での儀礼 とみ

なされて きた ことによるためであろう。た しかに,こ こで のちほど とりあ げる文献の

中で も水 の儀礼 はア ビ シェーカや ホーマなどの一部 にす ぎず,予 備的 な位置におかれ

てい る。 しか し,さ まざまな儀礼や儀式 に くみこまれ る水 の儀礼 は,密 教儀礼 を構成

す る基本 的なユニ ットのひとつ とよぶ ことができる。

　 イ ン ドに限 らず,水 は宗教や儀礼に密接 に結 びついて きた物質のひ とつである。 人

類に とって もっとも身近な物質であ るともいえる水 に対 して,人 び とはさまざまなイ

メー ジを託 し,象 徴的な 意味を 読み とって きた。 水 のもつ このよ うな イメージと し

て,フ リース(Vries)は つ ぎの ような ものをあげ る。1)混 沌(水 は すべての物質 の

起源であ り,生 命 を与え る),2)洗 礼(再 生,新 生 を もた らす),3)推 移(気 体 と

固体,あ るいは生 と死 の中間をあ らわす),4)溶 解(あ らゆる物質は水 の中で溶解す

る),5)浄 化(け がれを浄 める)な ど[フ リース　 1984:678]。 これ らの各項 の順序

や優劣 は地域 や時代 によって変化はあるが(フ リース自身 はお もに キ リス ト教 を念頭

においてい る),わ れわれの もつ 水のイメージはほぼ 含 まれてい るとい ってよいであ

ろう。

　 エ リアーデ(Eliade)は,彼 独自の宗教学概論の中で 水 の シンボ リズムを論 じるに

あた り,い かなる宗教的な枠組 において も水の もつ機能 はつねに同 じであ ると述べ,

「水 は形を解体 し,廃 棄 し,罪 を洗い清 める　　 清めると同時に再生 させ る」[エ リァ

ーデ　 1974:92]と 要 約 してい る
。 これは,フ リースのあげ る水に関す るさまざまな
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イメージが,宗 教や神話の枠組の中ではつね に有機 的な連関を もってあ らわれて くる

ことを示唆 してい る。

　宗教 において水の もつ重要性 はイン ドにおいて も何 らかわ りはない1)。 『リグ ・ヴェ

ーダ』 を残 したアー リヤ人にと って水 は特別 な位置を 占めていた ことが同書 か らはう

かがわれ る。水 の神格化 であ る女神 アー/¥°スへの賛歌 には,水 の もつ浄化,再 生,治

癒力を読み とる ことがで きる。 『リグ ・ヴ ェーダ』中で もっとも人気の高い 神イ ン ド

ラは,ブ リトラを殺 りくし,水 を解放 した ことが何度 もくりかえ して称賛 され る。 こ

れ は宇宙の秩序 の回復 とみ るのが一般 的であ る[辻 　 1967:48]。 イ ン ドラについで賛

歌 の多いア グニは,祭 式の火な どと して顕現す るまで は水の 中にとどま ってい る。至

高神 に して司法神であるヴ ァルナ は,も と もと水 との結 びつ きが強い神であ ったが,

時代 が下 るにつれて水 の神 と しての性格 がいっそ う顕著になる。

　祭式 に 目をむけた場合 も同様であ る。 た とえば,供 犠において窒息 させ られた犠牲

獣 は,祭 主 の妻 によ って水を 「飲まされ る」。 この行為には浄 めや鎮痛など さまざま

な解釈 がな されて きたが,そ のひとつ に,水 は生命の気息で あ るため,こ れによ って

犠牲獣 は気息 をと りもど し,神 がみの不死 の食べ物 になるとい うものがあ る[モ ース

他　 1983:48,154]。 あ るい は,結 婚式 のような場面で も水 は儀式の重要 な装置のひ

とつ となる。儀式の クライマ ックスで,花 婿は花嫁 の手 をと り,聖 火のまわ りを三回

右 まわ りに回 る。 この時,聖 火のそばには水瓶 に入 った聖水が必ず置かれて いな くて

はな らない[GoNDA　 l977:558-559;風 間 　 1990:223]。

　 仏教で は水 はどのよ うにあつかわれてきたで あ ろ う か。 片 山[1987』 は 「献 水」

(Pali:dakkhinodaka)と い う語 に注 目 し,初 期仏教において儀礼 的に用い られた水 に

ついて論 じてい る0彼 によれば,浄 化,再 生 などの水の もつ象徴 的機能をたてまえと

しては否定 した初 期仏教 において も,パ ー リ語聖典やその註釈書であ るア ッタカター

文献の 中に儀礼的な水,す なわ ち献水を 見出す ことが で き る。パ ー リ文献に は 「献

水」 とい う語 はあ らわれないが,そ の先駆的な存在 として,布 施が行 われ る時に施物

に先 だって施者 か ら受者 に捧げ られ注 がれ る水があ る。 ア ッタ カター文献で は,こ の

ような水が献水の名で よばれ るようになる・献水には三つ のタ イプがある。第一 は,

比 丘個人が托鉢せず集 団(サ ンガ)が 施物を受け る場合 に,施 物 に先 だ って捧げ られ

る献水 である。第二に,精 舎や精舎のための土地な どが寄進 され る場合,そ の前 に献

水が行 われ る。第三に,比 丘によって死霊 や親族霊1ど施 される水が献水 とよばれ る。

この うちは じめのふたつ のタイプで は寄進者 とサ ンガ,最 後の例で は比丘 と死霊等 と

1)イ ン ドの宗 教 にお ける水 の意 義 につ いて はCr・ ・k[1921]参 照 。
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い うちがい はあ るが,い ずれ も水 は捧げ られ るものと してあつかわれてい る。 これ ら

の伝統 は上座部仏教 の中で受けつ がれてい った。

　一方,北 伝の大乗仏教において水が もっていた意義については,後 に述べ る図像表

現を除いて筆者 は特別 な知見を有 しない。大乗仏教 においては,仏 塔(stupa)や チ ャ

ィ トヤ(caitya)に 対 す る礼拝や 供養 が一般の信者に とって の重要 な信仰形態であ っ

た と考え られ るが,礼 拝 の時に捧げ られる供物の中には水 は含 まれない[杉 本　 1984:

174]。

　 密教と水 については2),す で にふれた代表的な密教儀礼である ア ビシェーカを,水

を用いた儀礼 と してあげておかなければ な らない。 イ ンド後期密教で は,ア ビシェー

カはい くつ ものプロセスか ら構成 され る複合 的な儀式 とな ったが,そ の中核のひ とつ

は,弟 子が師か ら水瀧の水を灌がれる部分 にあ る。「ア ビシェーカ」 はabhirsicす

な わち 「水をそそ ぐ」 という意味の動詞 か ら派生 した語 で,漢 訳 テキス トでは 「灌

頂」 と訳 され る。洗礼 をはじめ として,入 門者 に水を注 ぐ儀式は加入儀礼 として もっ

とも一般的な もののひとつで,水 のもつ浄化 と再生の機能に根ざ して いる。

　 造型作品 に目を転 じると,水 は ここで も豊富な シンボ リズムをそなえていた ことが

わかる。バ ール フ トのス トゥーパ の欄楯装飾 には 「満瓶」(purnaghata)と よ ばれ る,

水で満た された瓶 か ら蓮華の生え るモテ ィーフが くりか え しあ らわ されてい る。サー

ンチーにみ られる 「象の灌水をうける女神」や 「蓮華文様」 とと もに,水 のそなえる

豊穣性 が意識 されていた と考え られ る[宮 治1981:29]。 水 中か ら生 じる蓮華や水

の入 った瓶 は,仏 教徒た ちの もっとも好 んだイメー ジであ る。いずれ も,彼 らにとっ

てな じみ深い菩薩である観音(観 自在)の ア トリビュー ト(持 物)と な り,時 代や地

域 をこえて生 きつづけた。図像表現 として好 まれたモテ ィーフであ る海獣 マカ ラや龍

神ナーガも水 と密接に結 びついた ものたちで ある。

　 水に関す る この ようなイン ド的な コンテキス トをふまえた うえで,イ ン ド密教 にお

け る水 の儀礼 についてその概略をながめてみよう。

2.資 料 の 記 述

水の儀礼に言及する密教文献は少な くないが;本 稿では比較的内容の詳 しい以下の

3点 をとりあげて記述を行う。

2)密 教と水については松長[19881参 照。
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1)ア バ ヤーカ ラグプタAbhayakaragupta著 『ヴァジュラーヴ ァリー とい う名の

マ ンダ ラ儀軌』7ψ 伽 伽π伽 α覗 仰4α妙 ⑳ 緬(以 下VA)。

2)ア バ ヤーカ ラグプタ著 『ジュヨーテ ィル ・マ ンジャ リー』Jyotirmanjari(JM)。

3)ジ ャガ ッ ド・ダルパ ナJagaddarpana著 『金剛阿閣梨所作要集』Vajracdrya-

kriyasamuccaya(AKS)o

　 1)と2)の 著 者であ るアバヤーカラグプタはイ ン ド後期密教を代表す る学僧であ

る。ヴ ィクラマ シーラ寺院の座主 などをつ とめ,そ の生存年代は11世 紀半 ばか ら12世

紀の はじめの四半世紀 に推定 され る[森 　 1991a]。 ア バヤーカ ラグプタは30点 以上の

著作を残 し,イ ン ド仏教の最後期に大 きな足跡を残 したばか りで はな く,の ちのチ ベ

ッ ト仏教 にもはか りしれない影響 を与 えた。

　 1)のVAは 彼 の主著のひ とつで,サ ンス クリッ ト語で 著 された 広潮な 儀礼解説

文献であ る。VAに は主 としてネパール系のサ ンス クリッ ト写本が十数本現存 し,ま

たチ ベ ッ ト大蔵経 にはその チベ ット訳 テキス トが含 まれてい る[森 　 1991b]。 しか し

なが ら,サ ンス クリッ ト・チベ ット語 ともに校訂 テキス トは未発表で,翻 訳 もなされ

ていない。 ここで は,必 要 に応 じてチベ ッ ト訳テ キス トも参照 しなが ら,サ ンスク リ

ット写本 を用いて内容 の理解を はか る。

　 VAは,ア ビシェーカの儀式 とそれ に先だ って行 われ るマ ンダ ラ制作の儀礼を主題

とする。全体 は儀 式の進行 に したが って解説 がすす められるが,冒 頭 と末尾に予備的,

あ るいは補足的な説明がな され る。

　 VAは,密 教図像の基本 的な文献 と して知 られる 『完成せ る ヨーガの環』Nispanna・

yogdaali(NPY)と,つ ぎに述べ るJMと ともに,密 教儀礼 に関す る三部作 と して,

ア バヤーカ ラグプタ によって執筆 された3)。 この うち,NPYは マ ンダ ラの観想法を

あつかい[森 　 1989:235-236],JMに はホーマの儀軌 がとかれてい る。　vAは これ

らの三部作の中で 中心的 な位置にあ り,分 量 も他 の二著作 に比べて はるかに大 きい。

　 水の儀礼に関する解説 は,VAの 第 二章 「アル ガなどを捧げ る規定に つ い て の 儀

軌」(arghadidanalaksanavidhi)に お いて なされて いる。 ここにおかれたのは,マ ン

ダ ラの制作 とア ビシェーカ において しば しば言及 される水の儀礼 について,前 もって

細か く説 明 してお こうという著者の意図か らであ り,ア バヤーカ ラグプタ はこの規定

が 「後述す るすべての儀軌 において有効で ある」 とは じめに ことわ ってい る。水 の儀

礼は,四 種類 の水を特定 の所作 によって礼拝 の対象 に捧げ る儀礼であ る。四種類の水

　3)チ ベットではこの三部作はphreng　 ba　skor　gsum(環 三 部)と よばれる。三 作いずれ も

　 phreng　ba(環)の 語がチベット語タイ トルに含まれるからである。Obermiller[1986:219]参 照。

1018



森　　インド密教儀礼における水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　か
にはそれ ぞれ名称があ り,ア ル ガ(argha;關 伽 水),パ ー ドヤ(padya;洗 足 水),ア

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そこう　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しやじよう
一チ ャマナ(acamana;漱 口水)

,プ ロ ークシャナ(proksana;漉 浄 水)と よばれ る。

文献によ って は,ア ル ガ とい う語で,こ れ らの四種類 の水をすべて指 す こと もあ る。

この第二章で は,こ れ らの四種類 の水を入れ る容器 の材質 にはじま り,水 の中 に入 れ

る物,容 器 の配置,捧 げ る時の所作 とマ ン トラ(mantra;真 言)な どがサ ンス ク リッ

ト写本 でわずか一葉た らずの中に述べ られてい る。

　 つぎに2)のJMに つ いて。　JMの タイ トル はVAの 本文中に見出され,逆 にJM

もVAに 言 及す ることか ら・両者 は平行 して執筆 された と考 え られ る[森 　 1991a]。

ホーマに関する解説書である同書は,実 際に火炉の中に供物を供える外的 なホーマ

(bahyahoma)と,精 神的なホーマを述べる部分とに二分できる。 このうち,前 者の

外的なホーマに関する部分が全体の8割 ない し9割 を占め,火 炉,供 物,燃 料,道 具

などの解説がなされている。水の儀礼 もこの部分に二箇所にわかれて登場する。はじ

めのところでは,水 を入れる容器の材質と,ホ ーマの目的に応 じて水の中に混ぜるも

のが紹介されている。あとの部分では水の具体的な捧げ方が述べ られている。

JMに は数種のサンスクリット写本が残されており,こ のうちケンブ リッジ大学図

書館が所蔵する写本にもとついたサンスクリット・テキス トが公表されている4)。

　 3)のAKSは,ア バヤーカラグプタの三部作に同一あるいはきわめて近い内容を

含むことで注目される。AKSの 分量はアバヤーカラグプタの三部作をあわせたもの

よりも大きい。これは三部作には含まれない章がAKSに いくつかあるためである。

しかし,逆 に三部作にあってAKSに 含まれない部分 もあ り,ま た単なる章や節,段

落などの増減ばか りではなく,細 部の語句の異同や記述の順序の相違もみられ,AKS

と三部作との詳細な比較が今後行われなければならない。著者のダルパナ,あ るいは

ジャガッド・ダルパナについては,チ ベットの歴史書 『青冊史』1)66伽7∫ η80πρoの中

に伝説的な記述が残されているだけで[ROERICH　 l976:1045],詳 細は不明である。

　 VAやJMに みられた水の儀礼に関する記述は,い ずれもその対応箇所をAKS

の中に見出すことができる。 このうち,VAと の対応箇所は,　VAと 同じ 「アルガな

どを捧げる規定に関する儀軌」という章名がつけられ,VA中 の最後の二段落がAKS

に含まれないことを除けばJほ とんど同一の文章があ らわれる。これに対 し,JMと

の対応箇所では,表 現形式,内 容ともにいくつかの相違点が認あられる。

　 AKSに も十本あまりのサンスクリット写本が伝えられ,こ こでもそのうちのいく

つかを参照 した。

　4)奥 山[　 1・1986]底本となった写本は後半部分が欠落しているが,水 の儀礼に関する記述　
は残存部分に含まれる。
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　以上の三点はいずれもインド後期密教に属するサンスクリット文献であるが,本 稿

ではこれらに加えて,チ ベ ット人による次の文献を参照する。

4)ツ ォ ン カ バ ・ロ サ ン ・タ ク パTsong　 kha　 pa　 blo　 bzang　 grags　 pa著 『勝 者

普 遍 主 大 金 剛 持 の 道 次 第 〈 一 切 秘 密 精 要 の 開 顕 〉』r(ウ 副ba　 khyab　 bdag　 rdo　rye

'Chang　 Chen　p・'〃 α規 炉 γゼ2ηρα
."83α π96α ん観8ヅ9η α4γη佛 仰 吻 θδα"。

同書 は,ツ ォンカバ(1357-1419)に よるイン ドおよび チベ ットの 密教理論 の集成書

と して 『真言 道次第』 の名で よ く知 られている5)。 同書の第6章 か ら第10章 まで はマ

ンダ ラの制作 とア ビシェーカの儀礼の解説 にあて られてい る。 ッォンカバ は この部分

の記述 にあた って,基 本的な文献 にVAを 用いて いる(TTP,　 vol.161,102,1,6)。

　 水 の儀礼 には第七章 の末尾近 くに若干 のスA一 スを さいてい る。 ッォンカバ は水の

儀礼 に関す るVAの 記述 を詳説す るとともに,い くつか の関連 文献に言及 し,内 容

を敷衍してい る。

　 以上の四点の文献を もとに,イ ン ド後期密教 の水 の儀礼の概要 をつ ぎに示す。なお,

これ らの文 献について,使 用 した写本や版本 に関するデータ,該 当箇所 とその原文は,

本 稿末尾 の附録 にあげた。 ただ し2)のJMの サ ンス ク リッ ト・テキス トはすでに

公表 されて いるため省 略 した。

a)容 器 の 材 質

　VAを はじめ,い ずれのテキス トも,水 を入れる容器の材質を規定することか ら,

水の儀礼の解説を開始する。VAは 偶頒の形でつぎのように述べる。

金,銀,石,銅,木,土,真 珠 貝,ほ ら貝,木 の葉 で 作 った パ ー ドヤ ・プロ ー ク シ ャナ ・ア

ー チ ャマ ナ ・ア ルガ の容 器 。

容器の材質 と して金以下 の九種類 の材料 があげ られてい る。 この うち,石 は自然石 を

加工 して作 った容器 と考 え られる。土 はおそ らく素焼 きの器 を指 したのであろ う。真

珠貝(mauktika;Tib・nya　 phyis)は 必 ず しもア コヤ貝に限定 されず,次 の ほら貝 に

対 して二枚貝の貝殻 という意味で用い られた とみ るのが妥 当であ る。木 の葉(parna-

puta)は,厳 密 にいえば,木 の葉を丸 めて漏斗状に した ものであ る6)。 このように,

5)同 書の第1章 から第4章 までは高田[197$]に よって翻訳されているが,水 の儀礼について

　 の記述はここには含まれない。

6)Monier-Williams[1982]parnaputaの 項参照。
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四種類 の水 の容器には,金 や銀の金属性 の ものをはじめ,木 や石,土 か ら作 った加工

品ばか りで はな く,貝 殻や木 の葉 などの自然 の ものを利用す ること もあ った。

JMに も容器を作 る材料 として ほぼ同一 の偶 があ らわれ る。 ただ し,真 珠貝 の原語

がmauktikaで は な くｧuktiで あ り,水 の種類 も四種類すべてをあげるので はな く,

「アル ガ ・プ ローク シャナ などの容器」 とい う表現 を とる。 また,こ れ と 同 じ偶 が

AKSの 中 のJMと の対応箇所に も登場す る。

　 ツ ォンカバ は 『真言道次第』の 中でVAの 記述を引用 した後,『 グ ヒヤ ・タ ン トラ』

Guhyatantraに 類 似の内容 があることを 指摘す る7)。 同経は 漢訳 されてお り(大 正 蔵

第18巻 第897番 『菱 咽耶経』)訳 者 の不空(7a4-774)の 年 代 よりみて,遅 くとも8世 紀

半ばには成立 していた と考え られる。 この ことは,VAな どにみ られ る容器の材質に

関す る記述が伝統 的な規定であ った ことを予想 させ る。 これ は,水 の儀礼 をあつか う

VAの 第二章 の中で,こ の部分 だけが散文で はな く韻文で表現 されてい ること とも無

関係で はないであろう。

b)水 に入れ る もの

　礼拝の対象 に捧 げられ るのは水 だけで はない。水 を主体 と しつつ,そ の中に殻物や

花,香 料などを含んで いる。 また,こ れ らは容器に入 れ られた後,特 定 のマ ン トラが

儀礼を行 うものによって となえ られる。 こう した水 の内容物 とマ ン トラは,水 が捧 げ

られてか ら行 われる儀礼の 目的に応 じてそれぞれ異 なる。

　儀礼の 目的には つ ぎのよ うな ものがある。1)息 災(santi;災 い や 障害 をと りのぞ

く)2)増 益(pustika;繁 栄 や幸福 の増進)3)敬 愛(vaｧikarana;和 合,親 睦を祈

る)4)調 伏(abhicara;怨 敵 や悪霊を降伏 させ る)5)鉤 召(akar5ana;人 や もの

をひきよせ る)。 他 に も黒魔術的な追放(uccatana)や 呪 殺(marana)な ど もあ る。

これ らの儀 礼の目的 は,特 にホーマが実践 され る時 に重要 にな る。 目的に応 じてそれ

ぞれ異な った火炉の形態,供 物の種類,と なえ るマ ン トラな どが規 定 される。 と りわ

けは じめの四つは四種法 とよばれ,そ のまま基本 的なホーマの種類 にな る。水 の儀礼

は必ず しもホーマの前に行 われ るだけで はないが,水 の中に入 れる ものが 目的 によ っ

7)該 当箇所はチベット訳 テキス トではTTP,　 val.9,47,5,3-4,漢 訳では大正蔵第18巻,　 P.

　 766cで ある。 ただし,同 経では四種類の水の容器としてではなくアルガの容器としてこれら

　 が規定されている。 そのためツォンカバは,、ドゥルジャヤチャンドラDurjayacandraが 四種

　 類の水の総称として 「アルガ」の語を用いると書いていること(TTP,　 vol.56,143,4,3)を 根

　 拠に,『 グヒヤ ・タントラ』の 「アルガ」には四種類の水が含まれていると説明を加えて いる。

　 なお 『グヒヤ ・タントラ』には,ア ルガの容器の材質についての規定がもう一箇所含まれるが,

　 あげられている材料の種類はこの箇所よりも少ない(TTP,　 VOI.9,46,1,3-4)。
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て異な るとい う発想 は,お そ らくホーマか らのアナロジーであろ う。 これ についてア

バ ヤーカ ラグプタ はVAの 中でつ ぎのように規定 してい る。

これ らの容 器 と さ らにま た 別 の容 器 に大麦,牛 乳,白 い花,ク シ ャ草(kusa),胡 麻,米,甘

露 を含 む 白 い香 水 を入 れ,「oma`h　 hum」 とい うマ ン トラと,自 分 の 主尊 の マ ン トラと8),

〔ア ム リタ〕 ク ンダ リンAmrtakundalin(甘 露 軍 茶梨)の マ ン トラを 七 回ず っ,あ るい は108

回 とな え よ 。 これ は 息災 の 場合 で あ る。

胡 麻,ヨ ー グル ト,黄 色 い花,ダ ル バ草(darbha),甘 露 を含 む黄 色 い香 水 を入 れ,同 じよ う

に 〔マ ン トラを〕とな え よ 。増 益 の た めで あ る。

　 は じめにある 「これ らの容器」 とは,所 定の材料で作 られたアルガなどの容器を指

し,こ れ らの容器 とは別にさ らに もうひとつの容器 が 準 備 され る9)。 ッォンカバ は

『真言道次第』の中で,こ れ らの容器 に入 れ られる大麦以下の七 品目が 「アル ガの七

品」(mchod　 yon　gyi　rdzas　bdun)と よ ばれ ると述 べてい る(TTP,　 vol.161,138,3,

3)。 この場合の 「アル ガ」 は四種の水 のひ とつで はな く,こ れ らの総称 と してのアル

ガを指 してい る。七 品目に含 まれ るクシャ草 はヴェーダの祭式以来,イ ン ドの宗教儀

礼で しば しば用い られて きた聖な る植物であ る。増益の部分であ げ られ るダルバ草 は

クシャ草 と同一視 される場合 と別の植 物を指す場合 とがあるが,こ こではク シャ草 の

別称 と して用い られてい る10)。 水 にむか ってとなえ られ るマ ン トラの中の 「アム リタ

クンダ リンのマ ン トラ」 は 「すべ ての行為のためのマ ン トラ」(sarvakrtmantraあ る

いはsarvakarmikamantra)と よ ばれ ることもあ る。 この場合の 「すべての行為」と

は 「すべての儀礼行為一般」 を指 し11》,ア ム リタクンダ リンの他 に もヴ ァジュ ラヤク

シャVajrayaksaや ヴ ィグナー ンタカVighnantakaな ど の尊格の マ ン トラの ことも

あ る。 このマ ン トラは儀 礼の中で用い られる道具や儀礼 に参加 する人な どに対 してと

なえ られ,対 象の浄化,除 災 を目的 とす る。ア ム リタ クンダ リンのマ ン トラにはい く

つかの伝承 があ り,一 定 しないが,ア バヤーカラグプタはNPYの 中で 「om　amrta-

kundali　 vighnantaka　 hum」 と いうマ ン トラを 「すべての行為のためのマ ン トラ」の

ひ とつ と してあげている[BHATTACHARYYA　 l972:53]。

8)チ ベ ッ ト訳 テキ ス トで は 「自分 の部 族 の主 尊 の マ ン トラ」(rang　gi　rigs　kyi　bdag　 po'i　sngags)

　 であ る。

9)VAの チ ベ ッ ト訳 テ キ ス トで は 「これ らと〔さ らに〕 別 の容 器 に」(de　dag　dang　gnod　 gzhan

　 du)で あ る の に対 し,ツ ォ ンカバ が 『真言 道 次 第』 の 中で 引用す る文 は 「これ ら と 〔さ らに〕

　 別 の適 当 な容 器 に」(de　dang　 snod　gzhan　 gang　rung　du)と な って い る。 そ の た め,ツ ォ ンカ

　 バ は 「〔容 器 の 〕材 質 と して 述 べ られ た 九種 や さ らに 別 の もの で も よ い」(dngos　 su　smos　 pa

　 dgu　 dang　 gzhan　 yang　 rung　ngo)と 解 釈 し,容 器 の材 料 の規 定 と して理 解 して い る。

10)ク シ ャ草 とダ ルバ 草 につ いて はGonda[1985:29-107]に 詳 しい 。

11)「 す べて の 行為 」 につ いて はEdgerton[1977]のsarvakrtの 項参 照 。
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VAで は水の内容物に関して息災と増益の二種があげられていたにすぎないが,ホ

ーマに関する儀軌であるJMに はつぎのようにさらに四種の区分が加わる
。

これら 〔の容器〕に,勝 利の瓶に入った,大 麦,牛 乳,白 い花,胡 麻,ク シャ草,米,甘 露

を含む白い香水を注ぎ,香 で薫じ,自 分の主尊のマントラか,あ るいはすべての行為のため

のマントラの最後に 「s幅h司 を加えたマントラを100回 となえよ。これは息災の場合である。

増益の場合,同 じように胡麻,ヨ ーグル ト12),黄色い花,黄 色い香水などの水に,「om」 を

加えたマントラをとなえる。

愛敬の場合,赤 い香水などの水に,終 わりに 「hoh」を加えたマントラをとなえる。

おなじように,鉤 召の場合,終 わりに 「ja切 を加えたマントラをとなえる。

降伏の場合,粗 末な碗,陶 製の碗や土器などの容器の中に,血,コ ー ドラヴァ(kodrava;賎

民の食べる穀物),牛 ふん,牛 尿を入れ,さ らに悪臭のする花,あ るいはにおいのない花な

どを入れた水に,終 わりに 「phaX」を加えたマントラをとなえる。

念怒鉤召(krodhakarｧana)の 場合も同様である。

増益からあとのものと,す べての行為のための 〔瓶〕には,い ずれも香,花,胡 麻,ク シャ

草,米,水 の中で適宜入手できたものを入れよ。

　 「勝利の瓶」(vijayakalasa>と よばれる容器は,各 容器に分配される前の四種類の

水がまとめて入れられている容器である。引用の末尾に登場する 「すべての行為のた

めの瓶」は,VAの 中で 「さらにまた別の容器」とよばれたものに対 応 して い る。

VAで も後ほど同 じ 「すべての行為のための瓶」の名であらわれる。この場合の 「す

べての行為」も,す でに述べた 「すべての行為のたあのマントラ」のそれと同じ意味

で用いられている。

　血や牛ふんなどを含み容器の素材 も異なる降伏と念怒鉤召をのぞき,水 の中に入れ

るものは儀礼の種類の間で大きなちがいはなく,香 水や花の色のちがいによって区別

されている13》。マントラも終わりに加えられる種子マ ントラ(bijamantra;単 音節か

らなるマントラ)の ちがいがあるにすぎない。

　AKSで は,前 半のVAと の対応箇所ではVAと ほぼ同一の内容があらわれるが,

後半ではJMに 近い内容を伝えながらも表現がかなり異なる。 形式 もJMが 散文で

あったのに対 し,AKSの 方 は 一!で ある。

息災の場合,そ こにある牛乳と白い香などを集めて,真 言行者(mantrika)は 自分 の部族

(kula)の マ ントラの終わりに 「svah司 を加え,こ れを水に向かってとなえる。

12)チ ベ ッ ト訳 テ キ ス トは 「胡 麻 の入 った ヨー グ ル ト」(til　dang　 bcas　pa'i　zho)で あ る。

13)儀 礼 の 目 的に 応 じて色 を 変化 させ る と い う発 想 は ホ ーマ にお い て一 般 で あ る 。水 の儀 礼 にお

　 け る,息 災 と 白,増 益 と黄 色な どの対 応 はホ ー マ で も共 通 で あ る[SKORUPSKI　 l983a:69,

　 1983b:406-412]。 イ ン ド後期 密 教 の ホ ー マに つ いて は頼 富[1977]参 照 。
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増益の場合,そ こに胡麻とヨーグル トを混ぜ,黄 色い香水を混ぜ,「om」 の語を終わりに加

えた自己のマントラを水にむかってとなえる。　　　　　　　　　　　謄

愛敬の場合,赤 い香水などをまとめて,終 わりに 「hoh」を加えたマントラを水にとなえよ。

調伏の場合,「jah」 を終わりに加えた七 〔音節?〕 を,降 伏の場合,血 牛ふん,牛 尿・コ

ードラヴァ
,悪 臭のする黒い香などを入れ,終 わりに 「phat」を加えたマントラをとなえよ。

いずれの堺合も,香,花,ク シャ草,穀 物,米,胡 麻を含み,儀 礼の種類に応 じたものを入

手できただけ水の中に入れよ。

　ここでは,四 種類の水のための容器とは別の容器,す なわち,JMで 「すべての行

為のための瓶」とよばれた容器についての言及はないが,AKSで もこれに続 く段階

で登場 し,や はり同じ内容物を含む水をその中に入れるよう指示されている。

c)容 器 の 位 置

　つぎにこれらの水や穀物などを入れた容器を置 く場所が規定される。VAに よれば

つぎのとおりである。

つぎに自分の左側に,こ のアルガの容器とパー ドヤの容器,プ ロークシャナとアーチャマナ

の容器を安置せよ。これらの容器の前には三つの小碗をおけ。

　 このように,こ れ らの容器 は儀礼を行 う者 の左側に置かれ る。容器の前に置かれ る

小 碗は,容 器の水 を捧 げる時 に,捧 げる水 を受 けるために用い られ る。 ここでわれわ

れは奇妙 なことに気がつ く。水の種類 は,四 種類であ るのに対 し,そ れを受 ける小碗

は三つ しか登場 しない。実 は,こ こまで の記述で は明確 にされなか ったが,ア ルガ,

パ ー ドヤ,ア ーチ ャマナ,プ ロークシャナの四種類の水 を入 れた容器 も四つで はな く

三つなのであ る。小碗 の三つ とい う数 は容器の数に対応 してい る。JMで は このこと

が次 のようにはっきり示 されてい る。

息災、増益、愛敬,調 伏の場合には,ア ムリタクンダ リンのマントラと 「hu・n」〔というマ

ントラ〕をとなえた水の容器(す べての行為のための瓶を指す ・訳者注)と,ア ルガなどの三
　　　 　

つの容器を自分の左側に置く。 これ らの前に三つの小碗を台(yantraka.)な どの上にすえる。

(傍点訳者)

　水 の種類が四つであるのに対 し,容 器 の数が三つであ るのは,三 つの うちのひとつ

がアーチ ャマ ナとプ ロー クシャナの容器を兼 用するた めであ る。 これ は,VAに 「プ

ロークシャナ とア ーチ ャマナの容器」(proksanacamanabhajanam)と あ り,「 プロー

ク シャナの容器 とア ーチ ャマナの容器」(*proksanabhajanam　 acamanabhajanam)
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ではない ことか らも知 られ る。 ッォ ンカバ も 『真言道次第』の 中で 「四種 の水 に対 し

容器 は三つであ る。 これ はプロー クシャナ とア ーチ ャマナの容器がひ とつであ るた め

であ る」 と説明を加えている(TTP,　 vol.161,138,4,5)。 文 献 によってはこの容器

が両者の兼用ではな く 「アーチ ャマナの容器」 とよばれ,そ の水がプロークシャナ と

して も用 い られ ると説 くものもあ る。

JMで は三つの容器 と小碗の他 にさ らにもうひ とつ の永 の容器 が置かれた。 これ は

前段落のすべての行為のための瓶を指 す と考 え られ る。 この容器の水 は次のように用

いられ る。

これ(ア ムリタクンダ リンのマントラと 「hum」 を指す ・訳者注)を となえた水を,右 手に

持ったクシャ草の先端でとり,檀 木 ・乳木などの燃料すべてに撒布 し,自 分の右側に置け。

自分自身と大杓 ・小杓にも撒布せよ。

　これより,す べての行為のための瓶に入 っていた水は,ク シャ草を用いて燃料や道

具,そ して儀礼行為者自身に撒布するために準備されたことがわかる。文中にある燃

料はこのあとのホーマで用いられ,大 杓,小 杓 もホーマの供物を火中に投ずる時に使

用される。

　必ず しもホーマを前提 としないVAで は,　JMの 燃料や道具に対応する記述はな

い。 しか し,同 時代の文献のなかには,四 種類の水の他に礼拝の対象に捧げられる供

物,す なわち花,灯 明,線 香などが,こ れらの燃料や道具にかわって儀礼行為者の右

側に置かれることを述べたものもある14)。なおJMで は一部の黒魔術的な儀礼にお

いて,水 の容器 と燃料などの位置関係がつぎのように逆になる。

呪殺,追 放などの儀礼や念怒鉤召の時には左手で水を撤布せよ。この場合,右 側にすべての

行為のための瓶とプロークシャナなどの容器を,左 側にはすべての道具を配置せよ。

容器などの安置に関するAKSの 記述は以下のとおりである。

アルガの容器,同 様にすべての行為のためり水の容器に,す べての行為のためのマントラと

自分のマントラをとなえよ。ふたつの蓮華の容器を左側に〔置け〕。撒布すべき水を,右 手に

握 った 〔クシャ草〕で檀木などに撒布せよ。火に投ぜられるそれ以外の供物を自分の右側に

置く。呪殺,追 放,鉤 召の場合,撒 布と安置を 〔左右〕逆に行え。

文 中 の 「ア ル ガ の 容 器 」 は 文 脈 か ら考 え て,四 種 類 の 水 を 入 れ る 三 つ の 容 器 で あ る と

考 え られ る 。 「ふ た つ の 蓮 華 の 容 器 」 は他 の 文 献 で は み られ な い 語 句 で あ る が,前 文

14)Durjayacandra,　 Suparigraha-Hama-mandalopayika,　 TTP,　 no.2369,　 vol.56,143,3,6.
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のアルガの容器とすべての行為のための水の容器を指すと考えるのが妥当であろう。

d)水 を捧げる方法

容器とそれに入れる水などを準備 し,規 定どおりにこれを配置し,い よいよ水を捧

げる段階になる。VAは これについて,つ ぎのように述べる。

このうち,パ ードヤの容器の水を,右 の拳のおや指とひとさし指でつまんだ花でとり,自 在

に手を動かしながら,後 述するマントラをとなえつつ,ひ とさし指,中 指,薬 指,小 指の順

に開きながら,小 碗に三度供えよ。

二番目の容器の水を,右 手に持 ったクシャ草の先端にとって,第 二の小碗に三度撒布せよ。

すべての行為のための瓶の水を撒布する時もこれと同様に行う。

二番目の容器の水を,右 手の拳のおや指とひとさし指でつまんだ花でとり,後 述するマント

ラをとなえながら,手 を下向きにし,小 指,薬 指,中 指,ひ とさし指の順に開きながら,ア

ーチャマナとして第二の小碗に三度供えよ
。

三番目のアルガの容器の中の水などを両手にすくってとり,「o・nah　hu・n　pravarasatka「am

argham　praticcha　hum　svaha」(オ ーム,ア ーハ,ブ ーム,こ のすぐれたアルガをお受け取

りください。ブーム,ス ヴァーハー)と となえながら,金 剛合掌を開きつつ,第 三の碗に三

度供えよ。

　 ここに説かれ る水 を捧げ る手順 をわか りやす くまとめるとつ ぎのよ うになる。三つ

の容器の水 は,一 番 目がパ ー ドヤ,二 番 目がプローク シャナ とア ーチ ャマナ,三 番 目

がアル ガにあた り,そ れぞれの容器の前に置かれた小碗の中に供え られ る。供 える時

は特定 の所作 とマ ン トラがあ り,い ずれの場合 も三度ずつ供 え る。 捧げる所作 はパ ー

ドヤとアーチ ャマナ とがよ く似てい る。右手で容器の中にあ る花をつ まみ,拳 を開 く

ことによ って供 える。 拳を開 く順序が1¥°一 ドヤの時 にはひ とさし指 か ら小指 に,ア ー

チ ャマナの時 にはその逆 になる。手の向 きはパ ー ドヤの場合,特 に規定 はないが,ア

ーチ ャマナの場合
,拳 を下 に向 けるようにとあ るので,お そ らく逆 に上 を向けたので

はないか。 プロークシャナ は,ク シャ草の先 に水を含ませ,こ れを小碗の 中に撒布 さ

せて供 え られ る。 アル ガは両手です くい合掌をつ くり,こ れを開 きなが ら供え る。 マ

ン トラは捧 げられ る水 の名称が入れ替わるが,そ れ以 外の部分 は共通であ る。

　 プロークシャナのあとに付 け加え られた 「すべての行為 のための瓶の水 を撒 布す る

時 もこれと同様に行 う」 とい う規定 は,JMが 容 器の配 置のと ころで述べた,燃 料,

道 具,そ して 自分 自身への水 の撒布 に対応する。 この瓶 はVAで の容器 の準備 のと

ころで 「これ らとは別の容器」 と してすでに言及 されてい る。 ここで は撒布す る対象

は明 らか にはされていない。
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つぎにJMの 記述についてみて みよう。　JMの 該当箇所は前半部分が散文 ,後 半

部分が偶頒となっている。まず前半部か ら。

「oan　ah　hum　 argham　 pratYccha　 hum」(オ ー ム,ア ーハ,フ ー ム,ア ルガ を お受 け と り下 さ

い)と い うマ ン トラか,あ るい は 「om　ah　 hum　 pravarasatkaram　 argham　 praticcha　 hum

s傾h司 とい うマ ン トラと と もに ア ルガ を供 え よ。〔マ ン トラの〕 「argha・n」 と い う と ころ に

「padyam」 な どの語15)を か わ り に 入 れ て,パ ー ドヤ,ア ーチ ャマ ナ,ア ビゥ ク シ ャナ

(abhyuksana;撒 布 水)を 供 え よ 。儀 礼 に応 じた花 な ど と秘 密 の 供物 な どで も供 養 せ よ 。

つぎに後半部が続 く。

クシャ草の束などを用いて第一の小碗に,す べての行為のためのマントラをとなえた水でプ

ロークシャナを三度供えよ。ひとさし指で花をとり,拳 を下向きにして,小 指,薬 指,中 指,

ひとさし指の順に開いて,こ の 〔第一の小碗〕にアーチャマナを供えよ。第二の貝殻の水で

アルガを,第 二の小碗に金剛合掌を開いて供える。

おや指とひとさし指で花をつまみ,仏 像などの前で三度まわして,ひ とさし指,中 指,薬 指,

小指の順に開いて,第 三の小碗にパー ドヤを供える。

　 アバ ヤーカ ラグプタ は,こ の偶頒 につづ けて 「このよ うなす ぐれたお しえを私 の先

生 は説かれたので ある」 と述べ,後 半部 が師か らの伝承で ある ことを示 している。前

半部のマ ン トラの説明の箇所 で,VAで は 「プロークシャナ」(proksana)に あ た る

語 に 「ア ビウクシャナ」(abhyuksana)と い う語 が使われて いるのに対 し,後 半 部で

は 「プロークシャナ」に もどって説 明されてい ることも,前 半部 と後半部が別 々の情

報源 にもとつ いてい ることを示唆 してい る。 なお 「ア ビウク シャナ」(abhyuksana)

とい う語 は,VAの 中で 「すべでの行為 のための瓶 の水 を撒布す る」 とい う時に用い

られた 「撒布」 の語 と同 じである。　　　　　　 　 聾

　捧げ る方法 自体 は,水 の順 番がVAで はパ ー ドヤ,プ ロークシャナ,ア ーチ ャマ

ナ,ア ル ガであ ったのに対 し,JMで は プロークシャナ,ア ーチ ャマナ,ア ル ガ,パ

ー ドヤ と異 なることをのぞいて
,両 者 のあいだに大 きな ちがいはない。

AKSも この部分 は前半 部と後半部にわかれ,い ずれ もJMと まった く同 じ記述 で

あ る。相違点 は前半部と後半部 とのあいだに 「この場合,こ のアルガなどの手順 は」

とい うつ なぎの言葉が入 る点 と,最 後 の 「このよ うなす ぐれたお しえを私の先生 は…」

のかわ りに 「以上が口伝(amnaya)で あ る」 という文をお く二 点のみであ る。

　以上でJM,　 AKSの 二 文献では水 の儀礼 に関す る記述は 終了す る16)。　 VAの 第 二

15)チ ベ ット訳テキストでは 「padyam　acamanam　 abhyuksana・nと いう語」となっている。

16)JMは このあとに観想法をともなったアルガの捧げ方を述べているが,本 稿とは直接関連 し

　ない。
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章に対応するAKSの はじめの部分,す なわち 「アルガなどを捧げる規定についての

儀軌」もここで終わっている。つぎに述べる 「水の儀礼に関する異説」と 「水を捧げ

る部位」はVA以 外には含まれない。

e)水 の儀礼 に関 す る異 説

水を捧げる順序などについてVAは つぎのように補 っている。

以上はパードヤ,プ ロークシャナ,ア ーチャマナ,ア ルガを供える手順を概観 したものであ

る。一説では状況に応 じて別の方法で漉浄(プ ロークシャナ)を 行えといわれる。一説では

アルガをはじめに供えよといわれる。一説ではアルガのみを 〔供えよ〕ともいわれているの

で,時 機や状況に応 じて実行せよ。

　このように,プ ロークシャナに関して別の方法があること,VAで は最後に供えら

れたアルガがはじめに供えられることもあること,ア ルガ以外の三種類の水は供えず,

アルガのみを供えるという三つの説が紹介されている。 これらの説の具体的な典拠は

あきらかではない。ッォンカバも 『真言道次第』の中で 「水を供える順序」としてこ

の段落を引用 しているが,他 の箇所では他文献の引用と傍証をしきりに行うツォンカ

バ も,こ こではそれ以上の詳 しい説明は加えていない。

　　f)水 を捧げ る部位

　 これもVAの みに含まれる記述である。 アバヤーカラグプタに よれば,四 種類の

水は礼拝の対象の特定の箇所に捧げられる。また四種の水の他に,花,線 香,灯 明,

食物,塗 香についても同じように言及 している。これらは水につづいて捧げられる供

物であると考えられる。

パードヤは尊格(devata)の 御足を浄めるために供えられると考えよ。 プロークシャナはす

べての部分に,ア ーチャマナは御手か御口に,ア ルガは御前に,あ るいは御頭に 〔供えられ

る〕。花は御頭に,香 と灯明は御前に,食 物は御前に,あ るいは御手か御口に,塗 香は御胸

に供えられる。

類似の表現が同時代の他の文献の中にも含まれている1?)。

17)ク リ シ ュ ナKrsnaに よ る ホ ー マ 儀 軌(TTP,no.2384)[MIYAsAKAl972:222],タ タ ー ガ

タ ヴ ァ ジ ュ ラTathagatavajraに よ る マ ンダ ラ儀 軌(TTP,no.2226,voi.52,74,3,3-4)に み

ら れ る 。
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3.考 察

　 前章 ではかな り詳 しく水の儀礼 の内容をた どってきた。儀 礼についての考察 に移 る

前に,こ の儀礼の要点をまとめて おこう。

　 水の儀礼 とは,礼 拝 の対象 に礼拝者 がパ ー ドヤ,プ ローク シャナ,ア ーチ ャマナ,

アル ガの四種類の水 を一定の規則に したがって捧げ る儀礼で ある。水の種類は礼拝 の

対象の水を捧げ られる部分 によるもので ある。ただ し,水 の種類 は四つであるのに対

し,そ れ らを入 れる容器 と捧げた水を受 ける小碗 はいずれ も三つであ る。水を入れ る

容器 は材質がい くつか決 められている。 また,容 器 の中には水 だけで はな く,穀 物や

花,香 料などが含 まれて いる。 これ らは水の儀礼にひ きつづ いて行われ る儀礼 の目的

に応 じて異 なる。四種類の水は,文 献聞での ちがいはあ るが,捧 げ られる順序 が決 め

られている。捧 げる方法 も水 ごとに細か く規定 され,そ の時 となえ られるマ ン トラ も

異な る。 これ らの四種類の水に加 えて,同 じ内容物を入れたすべての行為 のた めの瓶

とよばれ る容器が用い られ,ホ ーマの場合,儀 礼行為者 と儀礼の道具 などにこの容器

の水がふ りかけ られ る。

　水 の儀礼 が仏教の中でいつ ごろか ら行われていたのか は明 らかではない。 イ ン ドで

密教が優 勢になった ころには,す で に実践 されていた ことは,漢 訳 された初期,中 期

密教の経典 の中に 「關伽水(ア ルガ)」 の語 が しば しば登場す ることか らも明 らかで あ

る。 しか し,大 乗仏教の時代 に水 の儀礼が行 われたか どうか は疑問である。 また,パ

ー リ語 の聖典 にはパー ドヤやアル ガな どの四種類の水の名称はあ らわれ ない18)
。

　 他 の多 くの仏教儀礼 と同様 に,水 の儀 礼 もその原型 はイ ン ドの他 の宗教の中 にもと

め られ る。 ヴェーダの祭式 のひとつであ る賓客接待の儀礼がそれである19)。 この儀礼

は家庭 内で行われ るグ リヒヤ祭式のひとつ で,特 定の客人に対 して行 われるもてな し

の儀礼であ る。 もてな される客人には次 の六種の人 々がいる。1)祭 官,2)師,3)王,

4)結 婚 式の時の花 婿の父,5)学 生 期を終 えて沐浴をすませたバ ラモン,6)友 人 であ

る・4)は 結婚式,5)は 学 生期 の終了時に行 われるサマーヴ ァル タナ(sama,vartana)

と よばれ る儀式 の時に,そ の一部 と して もて な しの儀礼が催 される。 これ らの 人 々を

迎えいれた者は,草 でで きた座を まずは じめにすすめ,客 人が口をすす ぐためにアー

チ ャマナを,足 を洗 うた めにパ ー ドヤを,さ らにアル ガを差 し出す。 これにつ づいて,

18)aggha(<Skt・argha)とacamanaは それぞれ本来の意味(agghaは 「価値」,　acamanaは

　 「口すすぎ」)で は登場する。Andersen　et　al.[1926],　Geiger[1960]の 各項参照。
19)Mitra　 j　1872:190-191],　 Hillebrandt[1879:79-80],　 Gonda[1980:385-386]参 照。
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マ ドゥノぐル カ(madhuparka)と よばれ る,蜂 蜜 と米 を主 体と した粥の饗応を うけ,

さい ごに牛 が捧 げ られ る。

　賓客接待の儀礼では,こ のように,水 の儀礼に登場 した四種類の水 のうち,プ ロー

クシャナを除 く三種類の水が客人への もてな しの一部を構 成 している。

　 グリヒヤ祭式 の賓客接待の儀礼は,『 マ ヌ法典』Manusmytiな ど に説かれ る五大祭

(pancamahayajna)の ひ とつ マ ヌシュヤ ・ヤジュニ ャ(manusyayajna;人 に対 する

供犠)に 受 けつがれ る20)。 これは,夕 方 の特定の時刻 にや って来たバ ラモ ンに対 する

接 待である。 このよ うなバ ラモ ンはアティテ ィ(atithi)と よばれ,水 と座,食 事,そ

して一夜の宿が 提供 され る[渡 瀬　 1990:103-104;KANE　 1974:749-756]。 こ こ

では水 の種類 や名称 は明 らかに されてい ないが,ア テ ィテ ィへの提 供物は前の賓客接

待 の儀礼か ら牛 を除 した ものに相 当す るとみてよいであろ う。

　 客人をむか え,こ れを丁重に もて なす儀礼は,ヒ ン ドゥー教における神がみへの礼

拝法 のひとつ プージ ャー(puja;供 養 法)へ とうけつ がれ る21)。 賓 客接待な どでは も

てな され るの は入間であ ったが,プ ージ ャーで はこれが神がみ とな り,神 像に対 して

さまざまな供物が捧げ られ,こ の中には水 も含 まれ る。

　 ヒン ドゥー教 のプージャーは,全 体が16の 階梯か らな る16ウ パ チ ャーラ ・プー ジャ

ー(sodasopacarapuja)へ と整備 される22)
。16ウ パ チ ャーラ ・プ 一 ジャーが成立 した

時代 は明らかで はないが,こ れ とよ く似 たプージャーは,す で に諸 プ ラーナ文 献に見

出 される[KANE　 1974:729]。 ま た,16ウll° チ ャーラ ・プ ージャーは寺院が属 する

宗 派や寺院の神像 の種類に限定 されない礼拝法であ り,現 在で もあ らゆる ヒン ドゥー

教寺 院において さかんに行われている23)。

　 16ウ パ チャーラ ・プ 一 ジ ャーの16の 階梯 は必ず しも一定で はないが,た とえば次の

ような構成 をとる。1)神 を迎 え る,2)座 を すすめる,3)パ ー ドヤ ・4)ア ルガ ・5)

ア ーチ ャマナをそれぞれ捧げ る,6)沐 浴 していただ く,7)衣 裳 ・8)聖 紐 をそれぞ

れ身につ けて いただ く,9)塗 香 ・10)花 ・11)線 香 ・12)灯 明 ・13)食 事 を順 に捧げ

る,14)礼 拝 す る,15)右 続 す る,16)お 帰 りいただ く[KANE　 l974:729]。

　 このように,16ウ パ チ ャーラ ・プー ジャーも神がみを賓客 にみたてた一種の接待の

20)『 マ ヌ法典 』 で は第3章 第94偶 以 降 に説 か れ る 。

21)賓 客 接待 の儀 礼,マ ヌ シ ュヤ ・ヤ ジ ュニ ャ,プ ー ジ ャーの 三 者 はNowotny[1957:116-117]

　 に よ って も関連 づ け られ て い る 。

22)16ウ パ チ ャー ラ ・プ ー ジ ャー につ い て はKane[1974:729-735]に 詳 しい 。松 原[1967;328-

　 332],Buhnemann[1988:135-178]も 参 照 。

23)現 在 の ヒ ン ドゥー 教寺 院 で行 われ て い る16ウ パ チ ャー ラ ・プ ー ジ ャー の研 究 と 報 告 と し て

　 Goudriaan[1970],　 Tachikawa[1983]が あ る。
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方法 をとる。水 は2)か ら4)の 階梯 にか けて,パ ー ドヤ,ア ル ガ,ア ーチ ャマ ナの順

に捧 げられ る。

　 このうち,ア ル ガは水の 中に凝 乳,米,ク シャ草の穂先,牛 乳,ド ゥル ヴ ァー草

(durva),蜂 蜜,大 麦,白 芥子 などが混合 され,礼 拝者 は これをす くって神像 に捧げ

る。 また,パ ー ドヤ水 は神像の足 にか け られる。

　 これ までみて きたヴェーダの祭式や ヒン ドゥー教のプー ジャーで は,水 の儀礼で捧

げ られた四種類の水の中の三種類,す なわち,ア ルガ,パ ー ドヤ,ア ーチ ャマナは必

ずそろって登場 して きたが,た だひ とつ プローク シャナのみはあ らわれない。16ウ パ

チ ャー ラ ・プージャーの16の 階梯の内容 がすでに述べた もの とは異 なる もので あ って

も,ア ルガ などの三種類 の水 は必ずその中に含まれてい るのに対 し,プ ロークシャナ

が構 成要素 となることは決 して ない。 ヒン ドゥー教のタ ン トラ文献 のひとつには,16

ウパ チ ャーラ ・プージャーにさ らに二種 の供 物を加えた18ウ パ チ ャー ラ ・プージャー

とよばれる供養法が説かれる24)。 しか し,加 え られた二種の供物の中にはプロークシ

ャナはそこで も含 まれてはいない。

　 そ もそ もプロークシャナ とはいかな る水 なので あろ うか。プロー クシャナがヴ ェー

ダの祭式や ヒン ドゥー教 の儀礼 に登場 しない ということは決 してない。それど ころか,

プ ローク シャナはこれ らの儀式 の中で頻出す るもっとも基本的な水であ る。プ ローク

シャナは,祭 式 を行 う人をは じめ,祭 式で 用い られ る祭 火,祭 式 を行 う場所,祭 火に

投 じられ る燃料や供物,供 犠 に され る動物な どにまかれ る。儀礼の場面で食物を食べ

る時には その食物 に,衣 服を 身 につ ける 時には その衣服 に もこの水は 撒布 され る。

このよ うに,プ ロークシャナは儀礼にかかわ るさまざまな入や物に対 して用い られ,

そ の機 能は これ らの対象の浄化 と除災にあ ると理解 されてい る[Go〕A　 l980:126

-127]
。 先 に述べた16ウ パ チ ャー ラ ・プー ジャーで も,プ ロークシャナはプー ジャー

の準備段階の最後,す なわ ち,神 がみを迎えいれ る直前 に礼拝者 自身と礼拝者 に属 す

る道具や捧げ られる供物 に対 してまかれ る。 この時,プ ロークシャナは花 やク シャ草

を用いて撒布 される。

　 ここでわれわれは,こ れ らの儀礼 に用い られ る水 には,異 な った方 向性を もった二

種類の水がある ことを知 る。 ひとつ は礼拝の対象 に向け られ る水であ り,も うひ とつ

は儀礼行為者 自身 と彼に属 す るものに向け られ る水であ る。 ここでは以下,便 宜 上,

ひ とっ めの水 をAタ イプ,ふ たつ めの水をBタ イプの水 とよぶ ことに しよう。

　 ところで,本 来Bタ イプの水であ ったプローク シャナが もっていた機 能は,ホ ーマ

24)Gupta[1972:219-222]参 照。ヒンドゥー・タントリズムのプージャーについてはGupta　 et

　 al.[1979:146-148]参 照。
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儀軌JMの 中ですべての 行為のための瓶 の中に入 っていた ア ビウクシャナが はた し

ていた役割 と同 じで あ る。他の四種類の水 と同 じ内容物を もった水であ りなが ら,ア

ビウク シャナのみは燃料や道具,そ して 儀礼行為者 自身に 向か って ま くよ うにJM

は指示 して いた。VAで はア ビウク シャナがまかれ る対象は明示 されていなか ったが,

特 別な規定 がない とい うことは,JMと 同 じように供物 や 行為者 がその対象であ ると

理解 すべ きであ ろう。

　 もともとBタ イプの水であ った プローク シャナにかわ って,VAやJMで は ア ビ

ウク シャナがその役割を はた してい ることと,プ ローク シャナが他の三種類 の水 と同

じAタ イプの水 としてあつかわれてい ることとが,ま った く無関係であ ったとは考え

に くい。 しか し,は た してア ビウクシャナが導入 されたため,同 じBタ イプであ った

プローク シャナがAタ イプとな ったのか,あ るい は,プ ローク シャナがAタ イプに含

まれ るようにな ったために,あ らたにBタ イプの水と してアビウクシャナが必要 とな

ったのか,そ の前後 関係 は明 らかで はない。

　 いず れに して も,VAやJMの 説 くプローク シャナがBタ イプで はな くAタ イプ

として意識 されていた ことは確かであ る。 これ は,た とえば,プ ローク シャナが捧げ

られ る時 のマ ン トラが,他 の三種類 の水 と同 じで,た だ 水の 名称だ けを 入れかえた

「このす ぐれたプ ロー クシャナをお受 けとりください」 とい う内容であ った ことか ら

も明 らかである。

　 しか し,こ こでわれわれは,水 の儀礼において プロークシャナが他の三種類の水と

決 して画一的にあつかわれなか った ことを思い出す。それ は四種類 の水を入れた容器

の問題であ る。 プロークシャナのみは他の水 と異 な り,専 用の容器を与 え られなか っ

た。 また,そ の捧げ方 も他の三種類 の水が 「供 えよ」 と指示 されたのに対 し,プ ロー

ク シャナ はクシャ草 を用いて 「撒 け」 と表現 された。本来,タ イプの異な った水であ

ったか らこそ,プ ロークシャナは 専用の 容器 を 持たず,ま た 「供え る」 ので はな く

「撒 く」 とい う,Bタ イプにふ さわ しい捧 げ られ方 が されたので はないであろうか。

　 水 の儀礼ではプ ローク シャナ はア ーチ ャマ ナと容器 を共有 していた。 あるいはアー

チ ャマナの水がプローク シャナ と して用い られ ることもあ った。水の儀礼を見 るか ぎ

り,他 のアルガ とパー ドヤもア ーチ ャマナと条件 は同 じで あ る。それではなぜ プロー

クシャナはアーチ ャマナ と結 びついたのであろうか。

　 アーチ ャマナはアル ガなどとグル ープを形成 する場合 はつねにAタ イプの水で ある

が,単 独で 用い られる場合 は必ず しもそ うで はない。 ヴェーダの祭式や ヒン ドゥー教

の儀礼でアーチ ャマナが単独で 用い られ る場合,も っとも多い例が,「 アーチ ャマナ」
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(轍 口水)と いうその名の とお り,儀 礼行為者 が自分 の口をすす ぐために用い るケ ース

であ る25)。 ア ーチ ャマナは 必ず しも儀礼の場面でのみ 用い られただ けでは な く,日

常生活一般 において,何 らかの行為 を始 める前,あ るいは終 えた後 に口をすす ぐため

に用い られ る。 『マ ヌ法典』 などで は その方法や 回数が 細か く規定 されてい る[渡 瀬

1990:74-75]。 これまで 何度 も登場 して きた16ウ パ チ ャーラ ・プー ジャーで も,準

備段階 の一番最初 に,儀 礼行為者 が自分 の口をすす ぐための水 と してアーチ ャマナは

あ らわれる[TACHIKAWA　 l983:130;BUHNEMANN　 l988:104-107]。

　 このように,ア ーチ ャマナ はAとBの 両方の性格 をあわせ もった水であ るとい うこ

とがで きる26)。 水 の儀礼の中で,も ともとBタ イプの水であ ったプロークシャナがア

ーチ ャマナと容器 を共有で きたのは
,ア ーチ ャマナ自身 も本来Bタ イプの性格をそな

えていたか らで はないだ ろうか27)。

　 水の儀礼 がVAやJMと 同 時代 のイン ド密教で さかんに行 われたことは疑い えな

い。 しか しなが ら,こ れ らのテキス トの ようにその方法 や目的を細か く規定 した文献

は,現 在 ほとんど知 られていない。JMと 同 じくホーマをあつか った文献には,こ れ

らの水が しば しば言及 され るが,そ の性格の ちがいまで明確 に示 した ものはな く,ま

た登場す る水 もパ ー ドヤだ けで あ った り,ア ルガ,ア ーチ ャマナ,プ ロークシ ャナの

三種であ った り,パ ー ドヤとアーチ ャマナの二種であ った りして一定 しない28)。

　 水の儀礼の四種の 中で,プ ロー クシャナ とアーチ ャマナが他 のふたつの水 とは異な

った位置 にあ ることを,イ ン ド密教 の影響を受 けた地域でのふ たつの例に求めてみよ

う。

　 ひ とつ は日本で行 われている護摩儀礼で ある。護摩 はホーマに由来 し,そ の形 態は

ヴェーダのホーマ祭式 と共通性 をもってい るといわれ るが[伊 原　 1976:361-363],

その 具体 的な検証は これか らの課題であ る。 日本で行われ る不動護摩で は,儀 礼を行

う行者の左右 にひ とつずつの關伽器が置かれ る。 この中の水,す なわち閑伽水(ア ル

ガ)は,護 摩の儀式の中で本尊の足 を洗浄 す るために,關 伽器をのせた闘伽台 に三滴

落 とされ る[宮 坂 　 1976:232]。 これがパ ー ドヤに該 当す ることは明 らかであ る。一

25)ア ーチ ャマ ナが用 い られ る場 面 に つ い て はGonda[1980:333]に 詳 しい 。Ranghachari

[1931:52],Vidyarnava[1974:13-15]も 参 照 。

26)た だ し,あ る特 定 の 場面 で は必 ず ど ち らか ひ とつ の 性格 を もっ だ けで あ り,同 時 にA,B両 タ

イ プ の機能 を もつ こと はな い 。

27)AKSの チベ ッ ト訳 テ キ ス トで は,北 京,ナ ル タ ン両 版 が 「プ 　一 ク シャナ とア ーチ ャマ ナ

の容 器 」(gsanggtordangzhalgsilgyisnod)で あ るの に対 し,デ ル ゲ版 は 「ア ー チ ャマ ナ の

容 器 と プ ロー クシ ャナ の容 器 」(zhalgsilgyisnoddanggsanggtorgyisnod)と い う読 み を示

す 。 これ は,デ ル ゲ版 の 校 訂 者 が プn一 ク シ ャナ とア ーチ ャマ ナの 容 器 の兼 用 につ いて の 知識

を そ なえ て い なか った ため と考 え られ る。

28)た とえ ばMiyasaka[1972:232,244,294]。 チ ベ ッ トで はJMの 影 響 が 強 か った よ うで あ る

[中 山1988:300-30q。
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方,行 者の正面 にあ る火炉 の左 側には,漱 口と漉浄のための器がそれぞれひとつずつ

置かれてい る。プロークシャナに相 当す る漉浄水は ここで はBタ イプの水 と して護摩

木や道具に茅草によって撒 布 され,一 方,漱 口水(ア ーチ ャマナ)は 火天 の口すす ぎ

のた あに,火 中に供物を供え るたびに火炉 にむけて注がれる。漱 口水は機能 と して は

Aタ イプの水であるが,そ の置かれた位 置は他のAタ イプの水であ る閑伽水か らは離

れたBタ イプの漉浄水 の隣であ る29>。

　 もうひとつの例 はチベ ッ ト仏教寺院の祭壇 に置かれた供物で ある。 これ らは精 神的

な供物に対 して 「外的な供物」(phyi'i　 mchod　 pa)と よばれ る。 また,「 ウパチ ャー

ラ ・プー ジャー」を意味す るnye　 bar　spyod　 pa'i　mchod　 paと い う語が 用い られる

こともあ る。 これ らの供物は以下 の七種 によって構成 され る。1)ア ルガ,2)パ ー ド

ヤ,3)花,4)香,5)灯 明,6)塗 香,7)食 物30)。 七 種の供物 の筆頭 にはアルガ と

パ ー ドヤがあげ られてい るが,イ ン ドの賓客 接待 の儀礼や16ウ パ チ ャーラ ・プー ジャ

ーにおいてあれ ほど強い結束 力を もったアルガ ・パ ー ドヤ ・ア ーチ ャマナのグル ープ

が ここで は解 消 し,純 粋なAタ イプの水で あるはじめの二種 の水のみが登場 して いる。

4.お 　 わ　 り　 に

　前章で述べた四種類 の水がそなえていた性格 のちがいは,こ れ らの水を指す ことば

の本来 の意味をあ る程 度反映 して いると思われ る。

　四種類 の水 の総称 として も用い られる 「アルガ」(arghaあ るいはarghya)は 「価

値がある」「値する」 とい う ザarhか らの派生語であ る。 これは水 を捧 げる対象が尊

敬 されるべ き人であ り,こ れにふ さわ しい供物,特 に水を指 す語 となる。「パ ー ドヤ」

(padya>はP乱da,す なわ ち 「足」か ら作 った 「足 に関す る」 とい う 意味の 形容詞で

あ り,こ れが 「足 を洗 うた めの水」の意味で用い られ る。 これ らのふたつの語 はいず

れ も対象に依存 した語であ るとい うことがで きる。一方,「 アーチ ャマナ」(acamana)

は 訓 一camの 名 詞形であ り,「 手 を使 って 口をすす ぐこと」をあ らわす。 また 「プロ

ーク シャナ」(proksana)はpraVlksす なわ ち 「水 を撒布す る」 とい う動詞 に由来

する。 すべての行為 のための瓶 の中の 「ア ビウクシャナ」(abhyuksana)も,接 頭辞

29)不 動 護 摩 の護 摩 壇 上 の配 置は 真鍋[1985:179]参 照 。 不 動 護 摩 につ い て は 立 川他[1986]に

写 真 によ る詳 しい報告 があ る。

30)こ れ らの 供 物 の組 み あ わせ は ツ ォ ンカバ や そ の高 弟 ケー ドゥプ ジ ェの著 作 に み られ る[高 田

1978:297-300;Z.ESSINGetal.1978:177-183]。 現 地 調査 にお い て もLessing[1942:140],

Nebesky-W(麺kowitz[1975:400],Beyer[1978:148]ら に よ って 報 告 され て い る。 図 像 資 料 に

もKarmey[1988:108-109]力 燭 る。供 物 の 説 明 はEkwall[1964:166-170]参 照 。
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がpraか らabhiに か わ っただけで動詞 は同 じruksで あ り,意 味 もほとんどかわ

らない。 はじめのふたつの水が対象に依存 した語であ らわ されたのに対 し,こ れ らの

水 は水 を用いた行為その ものを示す語である。前章で用いたAタ イプ,Bタ イ プ も対

象 の存在 を前提 と し,こ れに向け られた水 と,対 象で はな く水 を撒 く行為に比重がおか

れた水 と言 いかえ ることがで きる。なお,ア ーチ ャマナのか わ りに 「acaman3ya」 と

い う語 が用い られ る場合 もあるが,こ の時は 「すす ぐべ きもの」すなわ ち水その もの

を指す ことば とな り,ア ーチ ャマナのもっていた中立的な立場を連想 させ る。

　 イン ド後期密教 に属す る アバ ヤーカラグプタの二著作VA,　 JMを 中心に,こ れ ら

と密接 な関係 を もっAKSな どの文献を参照 しなが ら,水 の儀礼の概要 の記述 と考察

を行 った。

　 水の儀礼 において重要 な役割を はたす四種類の水,ア ルガ,1¥° 一 ドヤ,ア ーチ ャマ

ナ,プ ローク シャナはいず れ も礼拝の対象 に捧 げ られ る水 と して,こ れ らの文献の中

で はあつかわれて いた。 しか し,そ れぞれの水 がそなえてい る背景 は必ず しも一様で

はない。 これは,儀 礼で用い られ る水に,礼 拝 の対象 に捧 げ られ る水 と,儀 礼行為者

自身 および儀 礼行為者 に属す るものに向け られ る水 とい う,方 向の異 なる二種類 のタ

イプがあ ることに関連 する。本来,四 種類の水の中のアルガと1¥°一 ドヤは前者 のタイ

プに,プ ロー クシャナは後者 のタ イプに,ア ーチ ャマナはいず れのタ イプに も属 して

いた。水 の儀礼では,こ れ らはすべては じめのタイ プの水 と して用い られ,後 者 のタ

イプの水 と して,す べての行為 のための瓶 に入 ったア ビウクシャナが プロー クシャナ

のかわ りをつ とめてい る。 しか し,四 種 の水 の中で も,プ ロークシャナのみ は専用の

容器を もたず,ア ーチ ャマナ と容器 を共有 していた ことや,捧 げる方 法が他 と異 なる

ことに,四 種類 の水が本来 もっていたこの ような性格 のちがいを見 ることがで きる。

付 記

本稿は,国 立民族学博物館における平成二年度共同研究 「南アジア諸パンテオンの表現方法」

(代表 ・立川武蔵)の 成果の一部である。資料の収集にあたっては,庭 野平和財団より平成二年

度研究助成を受けた(研 究課題 「ネパールにおける仏教儀礼の変容に関する研究」)。

略 号

 AKS:  Vajracaryakriyasmuccaya 

JM:  Jyotirmaiijari 
NPY:  Nivannayogavali 
TTP: Tibetan Tripitaka, the Peking edition, Suzuki Foundation. 
VA:  Vajravali.

大正蔵:大 正新脩大蔵経
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附 録

1)ア バヤーカラグプタ著 『ヴァジsラ ーヴァリーという名のマンダラ儀軌』 「アルガなどを捧

げる規定についての儀軌」

a)サ ンスクリット・テキスト

Ms: Skt. Ms. belonging to the National Archives, Kathmandu, No. 3-402/vi, 
 ff. 5a, 4-6a, 1. 

 iha  yathayogam  vaksyamanesul)  vidhisu 
 hemarapyagilatamradarumrnmayamauktikam// 

 iankham  parrpputam2)  padyaproksacamanarghabhajanam// 
 tatranyatamabhajane  yavaksirasitakusumakugatilalajasamrtasitagandhoda-
 kani 

 praksipya  orp  0  ham iti  mantrap  svadhipatimantrerp.3) ca  kunclalimantrerp 
 ca  saptavaran  sastagatam va mantrayec4) chantyartharp/ 

 tiladadhipitapuspadarbhasamrtapitagandhajalam  praksipya tatha japet 

 pustyartham/
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 tatah  svavamapargve  tadarghabhajanarn  padyabhajanam ca  proksana-
 camanabhajanam ca  dharayet  tesam agre  praticchakakevalapatratrayarn 

 ca/(5b) tatra  padyabhajanasya  jalarn savyena  mustina  puspam  afigustha-
 tarjanisarndarn§enadaya  Illayangulir  bhramayan  patre  vaksyamanamantrena 

 trir dadyat  tarjanim  madhyamam  anamikam  kanistham ca  kraman  mutican/ 
 dvitiyabhajanasya jalena  savyakarasthakugavittikagragrhitena  trih  proksayet/ 

 dvitiye praticchake  sarvakarmikakalaiajalenabhyuksane 'py  evarn/ 
 dvitiyabhajanasyaiva  jalam  savyahastamustina  puspam  afigusthatarjanis-

 arndamgena  grhitvacamanaya  dvitiya eva  praticchake  vaksyamanamantrarn 

 pathann  adhomukhamustina trir  dadyat  kramena  kanistham  anamikarn 
 madhyamam tarjanim ca  mufican  trtiyasyarghabhajanasya  jalaclikam 
 afijalina grhitva  om  ah hrih  pravarasatkaram  argharn, praticcha hum  sva,heti 

 pathan  vajrafijalivikagena dadyat trin  vararns trtiye  praticchake  purvakar-
 matraye tv  argharn hitva, padyarn  proksanam  acamanam iti pathet/ 

 ayarn ca  padyaproksanacamanarghadanakramah  prayago  drgyate kvacid 
 anyatha  proksanantu  yathayogam kvacid  arghadanam  prathamam kvacid 
 arghadanam eveti  yathavasararn  yathayogam  kuryat/ 

 tatra  padyam  udakarn  devatanarn  padayoh  praksalanaya  diyamanarn 
 cintayet/proksanarn  sarvagatre  acamanarn kare mukhe va/argham  agre 

 sirasi  va/puspam  iirasi  dhaparn  diparn cagre naivedyam  agre kare  va mukhe 
 va/gandharn  hrditi  sarvavidhisv ity  arghadi(6a)danalaksanavidhih/ 

1) Ms  vaksyamanesub. 2) Ms inserts  yd. 3) Ms  svadhipatib mantrena. 4) Ms mantrayaib.

b)チ ベ ッ ト訳 テ キ ス ト

D:  Jig med 'byung gnas sbas pa, dKyil 'khor gyi cho ga rdo rje phreng ba, The 
Nying ma Edition of the sDe dge bKa'-'gyur and bsTan-'gyur, Oakland, 
Dharma Publishing, no. 3140, vol. 61B, 989, 2-990, 5. 

 N:  ,   , The sNar thang edition belonging to The India Office 
Library and Records, London, no. 1956, thu 7a, 7-8a, 5. 
P:  ,  , TTP, no. 3961, vol. 80, 82, 5, 6-83, 2, 5. 

 'dir 'chad bzhin pa'i cho ga rnams su ji  ltar rigs par/ 

 gser dngul rdo dang zangs dang  shing//sal) byas nya phyis2) dung dang ni// 
 'dab ma'i skyong bu zhabs bsil dang//bsang gtor zhal bsil mchod yon snod// 

 de dang snod gzhan du nas dang 'o ma  dang/me tog dkar  po dang/ku sha 
 dang/til dang/'bras yos dang/dri dkar po'i chu bdud rtsi dang bcas pa rnams 

 blugs  la/om  5,4  hum zhes pa'i sngags (83, 1) dang/rang gi rigs kyi bdag po'i 
 sngags dang/bdud rtsi 'khyil pa'i sngags kyis  Ian bdun nam/brgya rtsa brgyad 

 du bsngags  to zhi ba'i don du'o//rgyas pa'i don du til dang/zho dang me tog 
 ser  po dang/ku sha dang/dri ser po'i chu bdud rtsi dang bcas pa blugs la de 
 ltar bzlas par  bya'o// 

 de nas rang gi g'yon logs3) su mchod yon gyi snod dang/zhabs bsil gyi snod
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dang/bsang gtor dang/zhal bsil gyi snod gzhag par bya'o//de rnams kyi 
mdun du bzed4) zhal gyi snod stong pa gsum yang ngo//de la khu tshul 

g'yas pa'i mthe  bongs) dang/mdzub mo'i skam pas zhabs bsil gyi snod kyi 
chu dang me tog 'gying  ba'i tshul gyis sor mo rnams bskor zhing blangs 

 la 'chad par 'gyur ba'i sngags kyis mdzub mo dang  gung mo dang srin lag 
dang/mthe'u chung rnams rim gyis dgrol zhing snod du lan gsum dbul  lo// 
snod gnyis pa'i chu lag pa g'yas par bzung ba'i ku sha'i chun po'i rtse mos 
blangs  to bzed zhal gyi snod gnyis par lan gsum bsang gtor  bya'o//las thams 
cad pa'i bum pa'i chu  yis6) bsang gtor bya ba la yang de  ltar  ro//snod gnyis 

pa nyid kyi chu g'yas pa'i khu tshur gyi mthe7) bong dang/mdzub mo'i skam 
pas me tog bzung la/zhal bsil gyi ched du bzed zhal gnyis pa de nyid du 
'chad pa r 'gyur ba'i sngags brjod cing/kha 'og du phyogs pa'i khu tshur gyi 
mthe chung dang srin lag dang  gung mo dang/mzhub mo rnams rim gyis dgrol 
zhing  lan gsum du bdul  lo//gsum pa mchod yon gyi snod gyi chu la sogs pa 
snyim pas bzung  la/om  att  hrib  prayarasatkaram  argham praticcha  ham 

 svaha zhes brjod cing bzed zhal gyi snod gsum par rdo rje  thal mo phye bas 
 Ian gsum dbul  lo//gong gi (83, 2) zhabs bsil dang/bsang gtor dang/zhal bsil 

gsum ni  argham gyi sgra dor nas rim pa bzhin du  padyam  dang/proksanam 
 dangracamanam8) zhes pa bcug pas dbul  loll 

 zhabs  bsil dang/bsang gtor dang/zhal bsil dang9)/ mchod yon sbyin pa'i rim 

 paln) 'di ni phal cher las mthong ngo//kha cig  tu ni gzhan du'o//bsang 
gtor ni ji  ltar rigs pa'o//kha cig  tu ni dang  po mchod yon dbul lo//kha cig  tu 
ni mchod yon dbul ba kho na'o//skabs ji  lta bar ji  ltar 'os par  bya'o//de la 
zhab bsil gyi chu ni  lha rnams kyi zhabs  bkruil) ba'i phyir dbul bar bsam 
so//bsang gtor ni sku thams cad  la'o//zhal bsil ni phyag gam zhal  du'o// 
mchod yon ni mdun nam dbu  la'o12)//me tog ni dbu la'o//bdug  spas dang 
mar me ni mdun  du'o//lha bshos ni mdun nam phyag gam zhal du'o//dri 
ni thugs kar ro//de lta bu ni cho ga thams cad du'o//mchod yon la sogs pa 
dbul ba'i mtshan nyid kyi cho ga'o//

1) D sar. 2) N byis. 3) P log. 4) N gzed. 5) N P 'ong. 6) D chus. 7) N P the. 8) N 
P  arijamanarn. 9) D omits zhal bsil dang. 10)  D pas. 11) D bgu. 12) P dbul lo.

2)ア バ ヤー カ ラ グプ タ著 『ジ ュ ヨー テ ィル ・マ ンジ ャ リー 』 「外 的 な ホー マの 儀 軌 」 チ ベ ッ ト

訳 テ キス ト(部 分)

 D:  'jig med 'byung gnas sbas pa, sByin sreg gyi cho  ga'od kyi snye ma, The Nying 
ma Edition of the sDe dge bKa'-'gyur and bsTan-'gyur, Oakland, Dharma 
Publishing, no. 3142, vol. 61B, 1288, 5-1289, 6; 1291, 6-1292, 3. 

 N:  ,  , The sNar thang edition belonging to The India Office 
Library and Records, London, no. 1958, thu 179b, 7-180b,  3; 182a,  1-182a, 6. 
P:,  , TTP, no. 3963, vol. 80, 156, 2, 7-156, 4, 2; 157, 1, 8-157, 
2, 7.
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gser dngul rdo dang zangs dang  shing//sa snod nya phyis dung dang ni// 
mdab ma'i skyong bu mchod yon dang//bsang gtor zhal bsil zhabs bsil snod// 
der nas dang 'o ma dang me tog dkar  po dang til dang ku sha dang 'bras yos 
dang  ldan pa bdud rtsi dang bcas pa'i dri dkar po'i chu rnam par rgyal pa'i 
bum pa na gnas pa blugs la spos  kyisl) bdug ste/rang gi lha'i sngags sam 

(156, 3) las thams cad pa'i sngags kyi mthar  svalla dang bcas pa bzhi ba'i don 
 due) lan brgyar bzlas par3) bya'o//rgyas pa  la ni de bzhin du til dang bcas 

pa'i zho dang me tog ser  po dang dri ser po la sogs pa'i chu la yi ge  orti gyi 
mtha' can gyis so//dbang la ni dri dmar  po la sogs  pa'i chu la yi ge  hoki'i mtha' 
can gyis so//de kho na bzhin du dgug pa la mthar4) yi ge  dzati ces5) pas so// 
mngon spyod la longs  spyod6) pa'i rdza phor gyi dum bu la sogs pa'i snod du 
khrag dang bcas pa'i ko dra ba dang ba'i  lci ba dang bcas pa'i chu dang dri 
nga  ba dang/dri med pa'i me tog nag po la sogs pa dang  ldan pa'i chu la 
mthar yi ge phat ces pas so//de  ltar drag pos dgug pa la yang ngo//rgyas pa 
la sogs pa thams cad du las thams cad pa la dri dang me tog dang til dang ku 
sha dang 'bras yos dang chu rnams las dang rjes su mthun pa ci  ltar rnyed pa 

gzhug par bya'o//mchod yon gyi rab  tu byed  pa'o// 
zhi ba dang/rgyas pa dang/dbang dang/7)dbang gis dgug pa'i las rnams  la 
bdud rtsi 'khyil pa'i sngags dang yi ge  ham bzlas pa'i chu snod dang/mchod 

yon la sogs pa'i snod gsum yang rang gi g'yon du'o//de dag gi mdun du bzed 
zhal gyi snod gsum yang  man 'ji la sogs pa'i steng du bkod la/de nyid bzlas 

pa'i chu lag pa g'yas pa na gnas pa'i ku sha'i rtse mos blangs pas yam shing 
dang bud shing la sogs pa'i bsreg8) rdzas thams cad bsang zhing rang gi g'yas 

phyogs su dgod par bya'o//rang dang dgang gzar blugs gzar yang bsang bar 
bya'o//rnam par rgyal ba dang las thams cad pa'i bum pa la sogs pa  lhag par 

gnas pa ni rdo rje phreng bar briod pa'i cho gas  bya'o//cho ga bsdud pa la dga' 
 ba ni (156, 4) bum pa med do zhes kha cig go//gsad pa dang skrad9) pa la sogs 

pa'i las dang drag po'i dgug pa la yang lag pa g'yon  gyis1-0) bsang gtor bya'o// 
g'yas phyogs su las thams cad pa dang bsang gtor la sogs pa'i snod dang g'yon 
logs su rdzas thams cad gzhag par bya'o//dgod pa'i rab  tu byed pa'o//

1) N P kyi. 2) D omits du. 3) N P pa. 4) P mtha'. 5) D  zhes. 6) N P spyad. 7) D 
omits dbang  dang/. 8) D sreg. 9) D bskrad. 10) N P  mi.

 orti  ah  rums) argham  praticcha  ham/  (157, 2) zhes pa 'dis  sam/orn  ah hrib 

 pravarasatkaram  argham praticcha  ham  svaha/zhes bya pas mchod yon dbul 
 lo//argham zhes pa'i gnas su  padyam  dang/alicamanam dang  abhyuksanam2) 

zhes pa bcug nas/zhabs bsil dang/zhal bsil dang bsang gtor dbul  lo//las dang 
rjes su  mthun3) pa'i me tog la sogs pa dang/gsang ba'i mchod pa la sogs pa 
rnams kyis kyang mchod par bya'o//ji  ltar rigs par yang/ 

ku sha'i chun  pos snod dang por//las kun byed las chu yis  ni// 
bsang  gtor lan gsum dbul bar bya//de nyid du ni zhal bsil  to//
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mdzub mos me tog blangs nas  ni//khu tshur 'og  to kha bstan  nasn 
mthe'u chung srin lag4)  gung mo dang//mdzub mo rim gyis5) dgrol zhing 
dbul// 

 gnyis pa'i dung gi chu yis ni//mchod yon bzed zhal gnyis pa ru// 
rdo rje'i snyim pa kha phye bas//dbul  zhing zhal bsil gsum par ni// 
khu tshur bcas nas mtheb mdzub kyi//skam pas me tog blangs nas  sun 
sangs rgyas rnams kyi spyan sngar  ni//lan gsum bskor ba'i sor mo ni// 

mdzub mo gung mo ming med dang//mthe'u chung rim gyis6) dkrol bas so// 
zhes bya ba'i gdams pa kyad par kho bo'i bla ma rnams kyis gsungs so7)// 

phyogs gzhan ni dpal sam  pu ti'i rgyud las/ 
sngon du mchod yon gyi snod8)// 
ces gsungs pa'i dgongs pa'o//

1) D hum. 2) D  abhyukhyanam. 3) N P  'thun. 4) P lags. 5) N P rims kyis. 6) N P 
rims klyis. 7) N P rnams gsung ngo. 8)  Cf. Samputi  narna  mahlitantra, TTP, no. 26, vol. 2, 277, 
3, 5.

3)ジ ャガッド・ダルパナ 『金剛阿閣梨所作集』「アルガなどを捧げる規定にっいて の儀軌」お

よび 「外的なホーマの儀軌」(部分)

a)サ ンスクリット・テキス ト

Ms: Skt. Ms. belonging to the National Archives, Kathmandu, No. 4-123, 
 ff. 15b, 3-16b, 2. 

 iha  yathayogam  vaksyamartesu  vidhisu 
 hemarapyagilatamradarumrnmayamauktikam// 

 iamkharn  parnaputam  padyaproksacamanarghabhajanam1)// 
 tatraikasmin  bhajane  yavaksirasitakusumakuatilalajasamrtasitagandhoda-
 kani  praksipya  om ah hum iti  mantrerta  svadhipatimantrerta  ca2) 

 kurtclalitnantrena ca  saptavaran  astottaragatam  va mantrayet  iantyartham/ 
 tiladadhi(16a)pitapuspadarbhasamrtapitagandhajalam  praksipy  a  tatha japet 

 pustyartham/ 
 tatah  svavamapargve  tadarghabhajanam  padyabhajanari ca  proksa  rtaca-

 manabhajanari3) ca  dharayet  tesam agre  praticchakakevalapatratrayari 
 ca/tatra  padyabhajanasya  jalam savyena  mustina  puspam  arigusthatarjani-

  sarndamsenadaya  lilaya-rigulir  bhramayan  patre  vaksyamap.amantreria trir 
 dadyat  tarjanim  madhyamam  anamikam  kanistham  ca4)  kramat  murican/ 

 dvitiyabhajanasya jalena  savyakarasthakugavittikagragrhitena  trih  proksayet/ 
 dvitiyapraticchake  sarvakarmikakalaiajalenabhyuksarie 'py  evam/ 

 dvitiyabhajanasyaiva  jalam  savyamustina  puspam  arigusthatarjanisamdam-
  sena grhitvacamanaya  dvitiya eva  praticchake  vaksyarna4amantram  pathann 

 adhomukhamustina trir  dadyat  kramerta  kanistham  anamIrn  madhyaman 
 tarjanim ca  muri(16b)can  trtiyasyarghabhajanasya  jaladikam  arijalina 

 grhitva  oili  0  hrih  pravarasatkaram  arghary.5) praticcha  ham  svaha iti
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  pathan  vajrafijalivikasena  dadyat  trill vara,D  trtiye  praticchake6)  purvakar-
  matraye tv  argham  hitva  padyam  proksanam  acamanati ca pathet/ 

1)  Ms  —proksa.canargha—. 2) Ms omits  ca. 3) Ms  proksacamanabhajanari. 4) Ms  tarjanI 
madhyamam  anamin  kanistha ka. 5) Ms  pravarasatkarargharn. 6) Ms pracchake.

Ms: Skt. Ms. belonging to the Tokyo University Library, No. 111,  ff. 231a, 
6-231b, 6; 233a, 2-233a, 8. 

 hemarupyagilatamradarumrnmayaiuktikarn 
 iatikhabi)  parrmaputam  varghaproksanadi§u  bhajanarn// 

  sayavaksirakaguklagandhadisarnskrtam2)  jalarn 
 svahantena japet  gantau  atmamantrena mantravit// 
 satiladadhisanmigram4)  pitagandhadikarn  samskrtarn3) 
 svamantrena japed  vari (231b)  pranavantena  paustike// • 

 hohkarantena5)  mantrena  raktagandhadisamskrtarn 
 vagye  van  japet  krsno  jahkarantena  saptagatill 

 phatkarantena6)  mantrena  sasrggomatrakodravarn 
 kmadurgandhasarnyuktarn japed vary abhicarake// 

  sarvatra  gandhakusumadarbhalajatilanvitam7) 
 karmanurripato  vari  prakseptavyarn  yathaptitaW/ 

 arghavidhib/ 
 arghabhajanams)  tatha  sarvakarmikodakabhajanam9) 

  sarvakarmikamantrena  svamantrerta ca mantrayet// 
 tadbhajanadvayarn  vamapargve vinyasya  varina 

  savyahastagrhitena  proksitarn  samidhindhanarnim)// 
  havyam anyad api  dravyarn  daksine  sthapayet  svayarn 

 maranoccatanakarse  proksanyasau  viparyayat// 
 niveianavidhin/ 

1)  Ms  iakhah. 2)  Ms  —yavaksira—. 3) Ms  saskr  tarn. 4) Ms  satilarn—. 5) Ms  hokarantena. 
6) Ms  phatvarantena. 7) Ms —darbhalaiayatila.--. 8) Ms  arghabharidarn. 9) Ms  sarvakar-
mikodaka—. 10) Ms  samidindhanarn.

 orp  ah  rum  argham praticcha  hum  it  y  anenargharn  dadyat/argharn-
gabdasthane padyam  ityadikarn  praksipya padyam  acamanam  abhyuksanait 
ca  datva  karmmanurupatah  puspadibhir  guhyapfljadibhig ca  ptijayet/ 
tatredam  arghadikramab/ 

 kugavittikaya  patre prathame  proksanarn  tridha 
 sarvakrjjaptatoyena  tatraivacamanam  srjet// 

 puspain  sarngrhyal)  tarjanya  krtvadhomukhamustikarn 
 kanisthanamikamadhyatarjanih kramatas tyajet// 

 garnkhenargham  dvitiyena  dvitiye  to  praticchake 
 vajrafijalivikagena2) dadyat  padyam  titiyatan3)//
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 tarjanyangusthasandannia grhya  puspan  to  mustina4) 
 buddhanain  sammukharn  traidharn  bhramayed  arngulib  kramat// 

 muricec ca  tarjanirn  madhyamanamaii ca  kanlyasmim ity  amnatah/ 

1) Ms  puspasagrhya. 2) Ms  vajrafija11—. 3) Ms  trtiyata. 4) Ms  sustina.

b)チ ベ ッ ト訳 テ キ ス ト

 D:  Avadhutipa dpal  ldan 'gro ba'i me long,  rDo rje slob dpon gyi bya ba kun las 
 btus pa, The Nying ma Edition of the sDe dge bKa'-'gyur and bsTan-'gyur, 

Oakland, Dharma Publishing, no. 3305, vol. 61B, 1538, 4-1539, 7; vol. 62A, 
 115,  5-116,  3;  118,  2-118,  5. 

P:    , TTP, no. 5021, vol. 86, 231, 3, 1-231, 4, 2;  303,  2,  4-303, 
3, 2; 303, 5, 4-304, 1, 1. 

 'dir ji  ltar rigs par 'chad bzhin pa'i cho ga rnams su/ 

 gser dngul rdo dang zangs dang  shingl)//sa byas nya phyis2) dung dang ni// 
 'dab ma'i skyong3) bu zhabs bsil  dang//bsang gtor zhal bsil mchod yon 

 snod// 
 da la snod gcig  to nas4) dang 'o ma dang me tog dkar po dang ku sha dang 

 til dang 'bras yos5) dang bdud rtsi dang bcas pa'i dri dkar po'i chu blugs 
 la/om  ati6)  ham zhes pa'i sngags dang/rang gi bdag po'i sngags dang 

 pa'i sngags rnams kyis lan bdun nam7) brgya rtsa brgyad du bsngags  par8) 
 bya ste/zhi ba'i don du'o// 

 rgyas pa'i don du ni til dang zho dang me tog ser  po dang 'dar  bag) dang 
 bdud rtsi dang bcas pa'i dri ser po'i chu blugs la de bzhin du bzlas par bya'o// 

 de nas rang gi g'yon logs su mchod yon gyi snod dang zhabs bsil gyi snod 
 dang/ 

 gsang gtor dang zhal sil gyi snod  rnams10) gzhag par  bya'oll)//de rnams 
 kyi mdun du bzed zhal gyi snod 'ba'  zhig12) pa gsum yang ngo//de la zhabs 
 bsil gyi snod nas/khu tshur g'yas pa'i mthe  bong13) dang 'dzub mo'i skam 
 bas chu dang me tog 'gying ba'i tshul kyis sor mo rnams bskor zhing blangs 

 la14)rchad  par15) 'gyur pa'i sngags kyis 'dzub mo dang gung mo dang ming 
 med dang  mthe16) chung rnams rim gyis dgrol zhing/snod du lan  gsumr) 

 dbul bar bya'o//snod gnyis pa'i chu lag  pal-9) g'yas par gnas pa'i ku sha'i 
 chun po'i rtse mos blangs nas bzed zhal gyi snod gnyis par lan gsum bsang 

 gtor bya ste/las thams cad pa'i bum pa'i  chus19) bsang gtor bya  ba29) yang 
 de bzhin  no//snod gnyis pa nyid nas g'yas pa'i khu tshur gyi mthe bong 
 dang mdzub  mo'i21) skam pas chu dang me tog bzung la/zhal (231, 4)  bsi122) 

 gyi phyir bzed zhal gnyis pa nyid  du/'chad par 'gyur ba'i sngags brjod cing/ 
 kha 'og du phyogs pa'i khu tshur gyi mthe chung23) dang ming med dang 

 gung mo dang mdzub mo rnams rim gyis  dgro124) zhing lan gsum du dbul 
 bar bya'o//gsum pa mchod yong gyi snod kyi chu la sogs pa25) rnams snyim 

 pas29) bzung  la/om  ah  hri1227)  pravarasatkaram  argham praticcha  svaha/zhes
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brjod cing rdo rje  thal mo kha phye bas snod gsum par lan gsum du so sor 
dbul28) bar  bya'o//sngar gyi las gsum la ni  argyam kyi gnas su  padyam dang 

 proksanam  dang/acamanam29) rnams brjod par bya'o//zhes pa mchod yon 
 1a30) sogs pa'i mtshan nyid kyi cho  ga'o//

1) D gser dang dngul dang zangs dang rdo dang shing. 2) D sa bya bya  lcibs. 3) D kyong. 
4) P gcig du gnas. 5) P 'bras yongs. 6) P  ah. 7) P nams. 8) P pa. 9) D durva. 10) D 
zhal gsil gyi snod dang gsang gtor gyi snod rnams. 11) P bya zhing. 12) P 'ba' shig. 13) P 
mthe  po. 14) D skam bas 'gying ba'i tshul kyis so rnams bskor zhing chu dang me tog blang la; 
P skabs chu dang me tog 'gyid pa'i tshul kyis sor mo rnams bskor zhing blangs la. 15) P pa. 
16) D mthe'u. 17) P gsus. 18) P par. 19) D chus yis. 20) D bya te. 21) D khu tshur 

gyi mthe bong dang mdzub mo'i; P khur tshur gyi mthe pong dang  'dzub mo'i. 22) P zhabs 
bsil. 23) D gyis mthe chung; P gyi mthe bong chung. 24) P 'dzub mo rnams rims kyis dkrol. 
25) P las sogs pa'i. 26) D snim par; P snyims pas. 27) P hri. 28) P dphul. 29) D 

 aricamanam. 30) P las.

 gser dngul rdo dang zangs dang  shingllsan byas nya phyis dung dang ni// 
 'dab ma'i kyong bu zhabs bsil dang//bsang gtor zhal bsil mchod yon snod// 

 zhi bar der gnas 'o ma dang//dkar po'i dri sogs 'dus byas  to// 
 sngags rig bdag nyid sngags pa yis//chu la  svaha'i mtha' can  bzlasll 

 rgyas par der ni til zho bsres2)//ser po'i dri  sogs 'dus byas  tell 
 chu la  am yig mtha' can te//rang gi sngags kyi3) bzlas pa  bya// 

 dbang la dmar po'i dri la  sogs//'dus bya chu la hob yig ge// 
 mtha' can sngags kyi bzlas pa  byafidgug par  jah yig mtha' can  bdun// 

 mngon spyod  la  ni khrag  clang bcas//ba lang chu dang ko  cla  pa4)// 
 nag dang ngan pa'i dri  sags  idan//chu  la phat mtha'i sngags bzlas  bya// 

 kun du dri dang me tog dang//ku sha 'bras yos til dang ldan// 
 las dang rjes mthun chu la ni//ji  itar rnyed pa rab  to  gzhagll 

 mchod yon snod dang de bzhin du//las kun pa yi chu yi snod// 
 las kun pa yi sngags dang5)  ni//(303, 3) rang gi sngags kyis bsngags par bya// 

 padma'i snod gnyis g'yon logs su//rnam par bkod par gyur pa'i chu// 
 lag pa g'yas pas  bzung6) ba yis//yam shing sogs la bsang gtor bya// 

 bsreg par bya ba'i rdzas rnams gzhan//rang gi g'yas su gzhag bya  ste// 
 bsad dang bskrad dang dgug pa  lalibsang gtor dgod pa bzlog  ste  bya// 

1) D sas. 2) P bsre. 3) P kyis. 4) P ko  to ba. 5) D omits  dang. 6) P g'yas pa gzung.

de nas  om  ah  ham  argham  praticcha  ham zhes pa 'dis mchod yon dbul zhing 
 argham gyi sgra'i gnas su  padyaml) zhes pa la sogs pa bcug pas zhabs bsil 

dang zhal bsil dang/bsang gtor rnams kyang phul nas las dang rjes su mthun 

pa'i me tog la  sogs pa rnams dang gsang ba'i mchod pas kyang mchod par 
 bya'o//de  la 'di'i mchod yon la sogs pa'i rim pa  ni/ 

ku sha  yig) ni chun  po yis//dang po'i snod du bsang gtor  gsum// 
kun du  bzlas byas chu yis  nib)//de nyid du ni zhal  bsil4) dbul//
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 khu tshur 'og  to phyogs pa yi//mdzub mos me tog gzung byas nas// 
 mthe chung ming med  gung mo dang//mdzub mo rim gyis bkrol bas so// 

 gnyis pa dung gi mchod yon te//gnyis pa nyid du so sor dbul// 
 rdo rje5) snyim pa phye bas so//gsum par zhabs  bsil6) dbul bya  ste// 

  khu tshur mdzub mo mthe bong gi//skam pas gsung ba'i me tog rnams// 
  sang rgyas rnams kyi spyan snga ru//sor mo rim gyis Ian gsum bskor//(304,  1) 

  mdzub mo gung mo ming med dang//mthe7) chung rnams ni  bkrol8) bas so// 
  zhes pa ni man ngag go// 

1) P padyam. 2) P yis. 3) P de. 4) D zhabs bsil. 5) P snying  rje. 6) D zhal bsil. 7) P 
mthe'u. 8) P dkrol.

4)ッ ォ ンカバ ・ロサン・タクパ著 『真言道次第』第7章 チベ ット語テキス ト(部 分)

G: Tsong kha pa blo bzang grags pa, rGyal  ba khyab bdag rdo rje 'chang chen po'i 
lam gyi rim pa, gSang ba kun gyi  gno  d rnam par  phye  ba, The Collected Works 

 (gSun 'Bum) of  rje  Tsofi-kha-pa  Blo-bzafi-grags pa, reproduced from an 
example of the old  Bkra-iis-lhun-po redaction from the library of Klu 'Khyil 
monastery of Ladack by Ngawang Geleg Demo, vol. 4, Gedan Sungrab 
Minyam Gyunphel Series, vol. 82, New Delhi, 1975, 486, 5-489, 3. 
P:  ,  , TTP, no 6210, vol. 161, 138, 2, 7-138, 5, 1. 

 gnyis pa ni/mchod yon la sogs pa'i snod ni/ 
 gser dngul rdo dang zangs dang shing//sa byas nya phyis dung dang  ni/  / 

 'dab ma'i skyong bu zhabs bsil dang//bsang gtor zhal bsil mchod yon snod// 

 de dang snod gzhan gang rung du/ 
 zhes dngos su smos pa  dgu dang gzhan yang rung ngo//'di rnams spyi rgyud 

 las mchod yon  gyi snod du bshad  kyangl) chu gzhan (138, 3) rnams  kyi'ang 

 snod yin  tel 
 mi thub zla bas/ 

 'di kun mchod yon yan lag phyir//mchod yon sgra ru bshad pa yin2)// 

 zhes gsungs pa  ltar  ro// 
 nang rdzas dang sngags ni/nas dang 'o ma dang me tog dkar  po dang ku sha 

 dang til dang  'bras yos dang bdud rtsi dang bcas pa'i dri dkar po'i chu rnams 
 blugs  la/orn  ah  harp zhes pa dang rang gi bdag po'i sngags dang 'khyil pa'i 

 sngags kyis lan bdun nam brgya rtsa brgyad du bsngag par bya  ste zhi ba'i 
 don du'o//de dag ni/mchod yon gyi rdzas bdun du grags pa'o//rgyas pa'i don 
 du til dang zho dang me tog ser  po dang ku sha dang dri ser po'i chu bdud rtsi 
 dang bcas pa blugs la de  ltar bzlas pa bya'o//spyi rgyud las/ 

 de nas dri zhim chu blugs  nas//blo  ldan lag gis bran bya zhing// 
 bdug spos kyis ni bdug  bzhin du//yid kyis rab  to bzlas brjod bya3)// 

 zhes so// 

 gang du 'god pa'i tshul ni/de nas rang gi g'yon du mchod yon dang zhabs bsil 
 dang bsang gtor dang zhal bsil gyi snod bzhag cing de dag gi mdun du'ang
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  bzed zhal gyi snod stong pa gsum gzhag4) go//mi thub  zla bas/ 
  me tog spos dang mar me dang//dri yi dung sogs g'yas su bzhag// 

  g'yon du sngags kyi mchod yon snod//mdun du yang ni snod gzhag5) bya6)// 
  zhes gsungs  te bzed zhal rnams  mariji'i khar gzhag7) par bshad  do// 

  'bul ba'i phyag rgya dang sngags ni khu tshur g'yas pa'i mthe bong dang 
  mdzub mo'i skam pas zhabs bsil gyi snod kyi chu dang me tog 'gying ba'i 
  tshul gyis sor mo (138, 4) rnams bskor zhing blangs la/mdzub mo nas rim pa 
  bzhin du phye ste/ 

 ham  pravarasadkaram  padyam praticcha  hum  svaha/zhes brjod cing 
  bzed zhal du dbul lo//snod gnyis pa'i chu lag pa g'yas pas bzungs8) ba'i ku 

  sha'i rtse mos blangs  te  padyam kyi gnas  su/proksarAam bcug nas bzed zhal 

  gnyis par bsang gtor lan gsum bya  ste las bum gyi chus bsang ba la yang de 
  bzhin no//snod gnyis pa'i chu me tog dang bcas pa g'yas pa'i mtheb mdzub 

  kyis bzungs9) la  kha  'og  tu phyogs pa'i mthe'u chung nas rim gyis dgrol zhing 
 acamanamm) bcug pa'i sngags brjod nas bzed zhal gnyis pa nyid du dbul  lo// 

  gsum pa mchod yon gyi snod chu la sogs pa dang bcas pa snyim pas  bzungs11) 
 la/argham  bcug12) pa'i sngags brjod cing rdo rje  thal mo phye bas bzed zhal 

 gyi") snod gsum par dbul  te thams cad la lan gsum gsum mo// 
  de  ltar na chu bzhi la ni snod gsum ste bsang gtor dang zhal bsil gyi snod 

  gcig pa'i phyir ro// 
  'bul ba'i go  rim14) ni/sngar bshad pa  ltar chu bzhi 'bul ba'i rim pa 'di ni phal 

  cher las mthong ngo//gzhung kha cig  tu ni/sngar bshad pa las gzhan du 
  'byung la bsang gtor ni/ji liar rigs par b

ya'o//gzhung kha cig  tu ni/dang por 
  mchod yon 'bul ba yod la kha cig  tu chu gzhan gsum med par mchod yon 'bul 
 ba kho na bshad de skabs ji  ltar rigs par bya'o// 

  gnas gang du 'bul ba ni/zhabs bsil ni/zhabs bkru bas zhabs la 'bul bar msam 
 mo//de bzhin du bsang gtor ni/sku thams cad la dang zhal bsil ni phyag gam 

  zhal du dang mchod yon ni mdun nam dbu la dang/me tog ni dbu dang spos 
  dang mar me ni mdun dang  lha bshos ni/mdun nam phyag gam zhal du 

 dang/dri ni thugs  kar  'bul bar (138, 5) bsam ste de  lta bu ni/cho ga thams cad 
  du shes par  bya'oll 

1) Cf.  Sarvavidhisrundnyavidhi guhyatantra, TTP, no. 429, vol. 9, 46, 1, 3; 47, 5, 3f. 2) Cf. 
Durjayacandra,  Suparigraha-nama-marglalopayikavidhi, TTP, no. 2369, vol. 56, 143, 4, 3. 3) Cf. 

 Sarvavidhiscimanyavidhi guhyatantra, TTP, no. 429, vol. 9, 46, 1, 4. 4) P bzhag. 5) P bzhag. 
6) Cf. Durjayacandra, TTP, no. 2369, vol. 56, 143, 3, 6. 7) P bzhag. 8) P bzung. 
9) P bzung. 10) G  aficarnanam. 11) P bzung. 12) P btsug. 13) P gyis. 14) G rims.
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